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年　頭　所　感

明けましておめでとうございます。本年も、我が国の蚕糸・絹業の発展のため、皆様から大日本蚕

糸会（本会）に対して期待される役割が果たせるよう努力してまいりますので、宜しくお願い申し上

げます。

本会は、蚕糸・絹業提携システムの構築事業などの諸般の事業に加え、昨年から「新たな繭生産・

担い手育成対策」を開始いたしました。初年度の事業実績は現在とりまとめ中です。繭の増産や新規

参入への支援を内容とするこの対策へのご理解・ご協力を頂きながら、今後一層の効果が上がるもの

となるように実施状況の評価を進めて参りたいと考えています。

また、国産絹需要の拡大が引き続きの重要課題であります。追い風にしたいものの一つは、このと

ころよく指摘される内外の「日本もの指向」です。2015 年ミラノ国際博覧会では日本の食文化が大

きな注目を集め、あらためて諸外国での関心の高さが確認できました。外国からの訪日客は引き続き

増加を続け、日本の風土・文化への興味が強まっているといわれます。こうした状況を活かし、例え

ばインバウンド（訪日外国人の旅行）対応として、地域の蚕糸・絹業や絹製品にも眼を向けてもらう

ための工夫が必要と考えます。また、国際的な評判を国内での再評価に結び付けることが大事でしょ

う。和装の振興に向けて、行政を含めた取り組みが拡充されていることにも期待をしたいと思います。

併せて、先端的技術を利用して蚕糸の新たな需要に結びつける研究開発が進められています。遺伝

子組み換え技術により蚕に新たな機能を付加し、蛍光を発するシルクやクモ糸のような強度をもつシ

ルクなどの開発を目指すもので、実際の繭生産の事業化のために必要な検討も始められました。これ

らが実用化に至れば絹製品の新規需要の開拓と蚕糸業の復興に大きく貢献できるでしょう。

蚕糸・絹業の維持発展を図りつつ、和装など日本の伝統文化を表すものの振興と新たな技術開発を

活用した新事業の開拓の双方の取り組みを強化することによって、我が国の蚕糸・絹業の新たな展開

につなげていければと考えております。

一般財団法人大日本蚕糸会

会　頭　小林　芳雄
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一般財団法人大日本蚕糸会から

平成 27 年度（第 71 回）蚕糸功労者表彰式

第 71回を迎えた一般財団法人大日本蚕糸会主催の平成 27年度「蚕糸功労者表彰式」は、去る平

成 27 年 11 月 2日（月）、東京都千代田区 ･帝国ホテル 4階桜の間において、総裁常陸宮正仁親王

殿下御臨席のもと、盛大に挙行された。本表彰式では、蚕糸功績賞 3名 1社、蚕糸功労賞 24名、蚕

糸有功賞 20名、蚕糸絹文化学習教育奨励賞（蚕を学ぶ奨励賞）６校、併せて貞明皇后記念蚕糸科学

賞 1件が栄えある表彰を受けられました。
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１．蚕糸功績賞（３名、１社）

	 石　井　寛　治

	 　　元東京大学教授・経済学部長

	 小　泉　勝　夫　

	 　　元神奈川県農業総合研究所蚕糸検査場長

	 栁　川　弘　明　

	 　　元独立行政法人農業生物資源研究所基盤研究推進官

	 株式会社上毛新聞社

　　　　明治 20年 11月１日創刊

２．蚕糸功労賞（24名）

	 山　形　県	 中　島　　　恵

	 栃　木　県	 町　田　芳　一

	 群　馬　県	 田　中　美　久

	 群　馬　県	 倉　澤　長　男

	 群　馬　県	 上　原　一　夫

	 群　馬　県	 上　野　邦　彦

	 埼　玉　県	 松　本　博　道

	 埼　玉　県　　	 北　岡　美　明

	 千　葉　県　　　　　　　　　  　      	 岩　瀬　智　彦

	 山　梨　県	 田　中　　　真

	 長　野　県	 手　塚　本　衛

	 長　野　県	 北　原　将　充

	 長　野　県	 桑　原　明　良

	 岐　阜　県	 中　川　凖　二

	 京　都　府	 柴　田　　　力

	 京　都　府	 深　田　祥　二

	 徳　島　県	 坂　口　英　則

	 徳　島　県	 竹　内　秀　人

	 （国研）農業生物資源研究所	 谷　合　幹代子

	 （一財）伝統的工芸品産業振興協会	 中　村　光　雄

	 （一財）伝統的工芸品産業振興協	 石　塚　幸　夫

	 中央蚕糸団体	 大　沼　昭　夫
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	 中央蚕糸団体	 田　中　幸　夫

	 中央蚕糸団体	 北　野　律　夫

３．蚕糸有功賞（20名）

	 宮　城　県	 髙　橋　哲　夫

	 宮　城　県	 小　西　崇　夫

	 宮　城　県  　　　　　　　　   　　　	 三　浦　信　久

	 宮　城　県　　　　　　　　　　　　　 	 佐　藤　正　信

	 宮　城　県　　　　　　　　　　　　　 	 佐　藤　フ　ジ

	 山　形　県	 丸　子　嘉　実

	 山　形　県	 海老名　富　治

	 福　島　県	 加　藤　重　吉

	 福　島　県	 土　井　則　夫

	 福　島　県	 大　山　彰　夫

	 群　馬　県	 金　井　達　夫

	 群　馬　県	 木　村　貞　夫

	 埼　玉　県	 飯　島　和　江

	 岐　阜　県	 島　田　久　雄

	 京　都　府	 大須賀　美　明

	 京　都　府	 石　野　晴　男

	 徳　島　県	 平　川　文　男

	 中央蚕糸団体	 木　谷　道　子

	 中央蚕糸団体	 浦　添　逸　子

	 シルク学会	 早　川　たか子

○平成 27年度（第 58回）貞明皇后記念蚕糸科学賞　

	 遺伝子組換えカイコによる「新しい機能を有するクモ糸シルク」の創出

	 国立研究開発法人農業生物資源研究所　

	 	 小　島　　　桂

	 	 桑　名　芳　彦

	 	 瀬　筒　秀　樹

	 	 中　島　健　一

	 	 飯　塚　哲　也

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）



シルクレポート  2016.1 5

○平成 27年度（第３回）蚕糸絹文化学習教育奨励賞（６校）

	 「蚕を学ぶ奨励賞」

	 宮城県南三陸町立入谷小学校

	 山形県山形市立蔵王第二小学校

	 群馬県高崎市立金古南小学校

	 長野県岡谷市立湊小学校

	 岐阜県安八町立名森小学校

	 学校法人服部学園ピノキオ幼稚園

受賞された方々、右から今
いまい

井一
かず は

葉さん、岩
いわた

田恭
きょうすけ

典君、伊藤和典校長、手塚本衛様、北村幸雄様、栁川弘明様、
小泉勝夫様　石井寛治様、小島桂様、桑名芳彦様、瀬筒秀樹様、中島健一様、飯塚哲也様、佐藤フジ様

蚕を学ぶ奨励賞のピノキオ幼稚園の
松
まつもと

本耀
ようへい

平君・小
こばやし

林里
り お

緒さん（正面の二人）　
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提携トピックス

丹後地方と縮
ちりめん

緬の起こり
丹後地方は京都府北部、日本海側に面し

た丹後半島一帯をいいます。ここ丹後地方
の絹織物の歴史は古く、奈良時代から絹布
が織られており、天平 11（739）年に聖
武天皇へ献上されたものが正倉院御物とし
て現存しております。
また丹後地方には「弁当忘れても傘忘れ

るな」という言葉があります。これは「う
らにし」と呼ばれる秋から冬にかけて吹く
季節風の影響で、雨が降ったり止んだりす
る気候が続くためで、この湿気を含んだ空
気が乾燥を嫌う絹織物の製織にとても適し
ているのです。丹後の絹織物業はめぐまれ
た気候風土のもと発展してきました。
丹後ちりめんの起こりは江戸時代中期、

享保年間に丹後に住む絹
き ぬ や さ へ い じ

屋佐平治らが、西
陣で撚糸やシボの出し方などの秘伝の技を
学び故郷に持ち帰ったのが始まりとされ、
その後峰山藩、宮津藩の保護のもと地場産
業としてこの地に根付くこととなったので
す。

創業・時代の変化と丹後産地の苦戦
このような環境の中、弊社は昭和 63 年

11 月 1 日に起業しました。小幅・広幅の
合繊織物業・正絹紋織物業を営んでいた臼
井織物株式会社より、正絹部門を受け継ぎ
独立しました。
弊社は自社で工場や織機を持ついわゆる

「工場形態」の機業とは異なり、織機を持
つ機場に糸や紋紙、指示書などを渡し委託
で製織してもらう「出

でば た

機形態」をとってお
ります。故に製織の反数は出機の状態に大
きく左右されます。創業当時の丹後地方は
年間白生地生産高が約 355 万反で、最盛
期だった昭和 48 年の 4割ほどになってい
ましたが、それでも会社の経営は安定し、
順調な生産が続き平成 13 年頃には、弊社
の製織反数は 4万 4千反ほどでした。
しかしながら現在の丹後地方の白生地生

産は全体的に縮小傾向が加速し、今年度の
丹後織物工業組合の年間生産目標が 38 万
反です。これは明治元年の生産反数とほぼ
同じで、もうすぐ 200 周年を迎える丹後
ちりめんの生産高が約 150 年前に遡った、
という現状を窺

うかが

えます。
弊社の現在の年間出荷反数は約 1万 8千

反となりましたが、今後も出機の高齢化に
よる製織反数の自然減が進む見込みです。

芝井株式会社

代表取締役社長　芝井公二郎

丹後での取り組み
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このように業界全体が縮小傾向にある丹
後ですが、原材料である生糸はどんどん高
騰するものの製品の価格には簡単に転嫁で
きず産地衰退の危機にあります。生産反数
が減った今もなお、きものの需要減による
供給過剰状態が続く中、採算が取れなくて
も機場維持のためにはなかなか機を止めづ
らい現状もあるからです。
丹後には多くの出機が存在しますが、

年々織り手さんの高齢化が進み、織機の台
数を減らしています。織り手さんの技術力
はとても重要です。特に出機の場合は織工
賃は 1反ごとに決まった工賃を払うのが普
通ですが、難物が出ると努力が無駄になっ
てしまいます。いかにミスなくきれいな織
物を織りあげるかで月々の工賃が変わって
くるので、昔から機

はたごしら

拵えや織り方は秘伝の
技とされ、織り手さんの腕次第の厳しい世
界と言われています。われわれ機業を営む
者にとっては、腕の良い織り手さんがどれ
だけいるかで業績に大きな差がつくと言っ
ても過言ではありません。
そんな中弊社としては、少しでも出機に

取り上げの多い商品を委託し、なるべく長
く取り組んでやってもらえることを念頭に
置いた製品づくりをしております。

日々のちりめんづくりと努力
弊社の製織しているものは紋意匠ちりめ

んを中心に銀
ぎんとお

通し、帯地、紬などです。紋
意匠縮緬は地紋のある白生地で、ジャカー
ド織機を用い緯糸を二重にして使い絵柄を
織りだすもので、機拵えにより織れる製品

の柄などが変わります。現在では、丹後で
製織される白生地の約 8割をこのジャカー
ド織が占めています。
染め上がりに立体感や深みも生まれ、主

に無地染めやぼかし染めのきものに加工さ
れますが、シンプルな中にもこだわりをも
つスタイルは、現代人のファッション感覚
にあい通じるものがあります。

◎工程１　紋紙の作成～試織（写真１、写
真２）　
弊社では変わった組織やデザインのもの

を試織しては、主な取引先である京都市内
の生地屋を中心に提案しております。新し
い商品を生み出すときには、生地感や柄の
大きさ、具体的な柄やイメージを紋紙屋さ
んと綿密に打ち合わせし、紋紙制作を依頼
します。
フロッピーや紋紙ができ次第、糸と製織

指示書を渡しすぐに出機で試織します。新
しい製品をどんどん開拓する弊社では製品
によって緯糸だけでなく経糸の種類や筬

おさ

枚
数が変わることも多々あります。多品種小
ロットの商品の製織を委託する際なるべく
スムーズな機織りができるよう心がけて依
頼をしています。

写真 1：意匠作りの打ち合わせ
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◎工程２　生
き ば た

機検査（写真 3）
生機検査（節とり）をします。白生地の

仕上がりを良くするためにはとても重要な
工程ですから、 検査は私自らがしておりま
す。

◎工程３　精練～出荷（写真４）
精練後、白生地を丁寧に検査し、出荷し

ます。
付加価値の高い織物を自ら製織すること

はリスクや手間賃もかかりますが、原則と
して「一商品一得意先」方式の営業スタイ
ルをとるわが社では必要経費として位置付
けていますし、またこのような営業方法が
結果として出機を守ることにつながると考
えております。

純国産絹の商品紹介と製織にかける思い
弊社が純国産絹製品の製織を手掛ける

ようになったのは、得意先からの依頼がき
っかけです。先方に以前から提案していた
「唐

からおり

織・ぶどう唐
からくさ

草」という製品を純国産
糸で織ってほしいとのお話でした。この唐
織というのは、帯地の唐織のように、紋が
浮き出るよう工夫されて織られた重厚感あ
る紋意匠ちりめんのことで、きものとして
身に着けたときに引っかからないように糸
の上げ方を工夫してあるものです。またぶ
どう唐草は正倉院模様の一つで、そのたわ
わになる果実や絡

から

まる蔓
つる

から、豊穣・子孫
繁栄や発展を表す吉

きっしょうもんよう

祥文様として伝わる柄
です。このような伝統的な柄の純国産絹商
品を世に送り出すことに携

たずさ

わるのは、一機
業として大変誇らしく思っております（写
真 5）。
弊社では日本糸を使った製品も製織して

おりますが、継続的ではないので数量はそ
れほど多くありません。そのために、この
唐織商品に関しては、得意先より日本糸の
生糸を預かり、織物の組織構成にあわせて、
経
たていと

糸、絵
えぬ き

緯、地
じぬ き

緯用にそれぞれ撚糸に出し

写真 2：出機 写真４：白生地検査

写真 3：生機検査



シルクレポート  2016.1 9

ます。
製織段階では、貴重な糸ですから、腕

の良い機場で丁寧に製織してもらい生機検
査、白生地検査とも私自らの手で行い、出
荷しております。

今後の取り組みについて
このように弊社の白生地工程はほとんど

の工程が委託となっていますが、撚糸・整
経・紋紙作成・製織等、それぞれの段階で
信頼できるパートナーとの連携のもと製品
づくりをしております。また製品の流通に
しても得意先に信頼され新しいものづくり
を続けられることに日々感謝しておりま
す。現状では製品づくりのほとんどを輸入
生糸の使用に頼り製造コストを抑えざるを

えませんが、やはり次世代に残すべきは質
の良い、価値ある絹織物だとの認識を持っ
ております。日本で生まれた日本の伝統衣
装のための糸の使用拡大に向けて、今後も
関係先と連携しながら尽力していきたいと
思います。
昨年は 13 年ぶりの丹後地方の最低織工

賃の改正が行われ、また、京都府による伝
統産業の生産基盤の強化に対する支援策な
どが打ち出され、丹後で織物業の継続・継
承に向けた制度が整いつつあります。また
近年、若者による織物業の技術習得を目指
す動きもみられ、丹後に小さな明るい希望
の光がさしているとも言えます。この光を
絶やすことなく大きくできるよう、弊社も
製品作りに励んで参ります。

■芝井公二郎（しばい・こうじろう）のプロフィール
芝井株式会社　代表取締役社長
〒 629-2303
京都府与謝郡与謝野町字石川 875
Tel：0772-43-0236
Fax：0772-42-0307写真 5：匠

たくみえ

絵（織物の図案：ぶどう唐草模様の一例）
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提携トピックス

“絹を未来に” プラチナボーイ研究会（代表　木下幸太郎氏）は、本年度農林水産祭中央審
査委員会において、「蚕糸・地域特産」部門で「日本農林漁業振興会会長賞」を受賞されました。
農林水産祭は、国民の農林水産業と食に対する認識を高めるとともに、農林水産業者の技術
改善及び経営発展の意欲を高めるため、農林水産省と公益財団法人日本農林漁業振興会（会
長　林良博氏）の共催により実施されているものです。“絹を未来に”プラチナボーイ研究会は、
蚕糸・絹業提携支援緊急対策事業の推進と優良生糸の製造による「純国産絹製品」づくりの
成果等に対し、日本農林漁業振興会会長賞が贈られました。その概要は下記のとおりです。

一般財団法人大日本蚕糸会

平成 27 年度（第 54 回）農林水産祭
“絹を未来に” プラチナボーイ研究会（代表　木下幸太郎氏）が、

日本農林漁業振興会会長賞を受賞

株式会社銀座もとじ（東京都中央区）の店前に受賞を記念して集まった提携グループの方々
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平成 27年度日本農林漁業振興会会長賞受賞者受賞理由概要
特徴ある蚕品種「プラチナボーイ」で、川上と川下が一体となった純国産絹製品づくり

地域の概要
“絹を未来に”プラチナボーイ研究会は、特徴ある蚕品種「プラチナボーイ」を使った「モノ」

づくりに取り組む、東京都日本橋人形町の絹織物流通業者（株式会社マルシバ）を代表と
して、茨城県及び千葉県の養蚕農家、群馬県の製糸業者、京都府及び新潟県の織物・流通
業者、東京都銀座の販売店（株式会社銀座もとじ）から構成されている。

受賞者の取組の経過と経営の現況
平成 17年に一般財団法人大日本蚕糸会蚕業技術研究所により開発された雄のみが生ま

れる特徴を持つ蚕品種「プラチナボーイ」を使用し、川上（養蚕・製糸業）と川下（染織・
販売業）が一体となって、原料の繭生産から生糸繰製、製織、染色まで一貫した純国産絹
製品づくりと販売に取り組んでいる。

受賞者の特色
１　良い繭づくりから良い製品づくりまで
原糸の原料となる繭「プラチナボーイ」は、卓越した飼育技術を持つ養蚕農家によって

生産されており、この原料段階から最終製品に至る各工程関係者の名前を表示して、顔の
見える製品づくりを行っている。
また、技術の維持・向上を図るため、各工程関係者がより良い「モノ」づくりを行うと

いう意識を持つことで、良い繭、良い生糸、良い染色・製織づくりにつなげ、より良い最
終絹製品が消費者に届けられており、消費者からも「プラチナボーイ」に対しては、「軽
くてシワになりにくく光沢が抜群」と高い評価を得ている。

２　草木染めと学習活動
プラチナボーイ研究会は、製品販売の拠点となる銀座の街路樹である柳の剪

せんてい

定された枝
葉を活用し、鹿児島県奄美地方の泥とともに草木染めの原料としている。
また、製品販売と併せて蚕の飼育展示を行い、着物を着用する顧客に対して生きている

蚕を見せるほか、地元小学校において蚕の飼育学習や草木染めの実演指導を始め、子供達
への学習活動に協力している。
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普及性と今後の発展方向
プラチナボーイ研究会は、商品製作 10周年記念の作品発表会を平成２７年３月に開催

した折、『自分で蚕を飼育し、収穫した「プラチナボーイ」の繭を使用し、自らの企画で
製作した着物』という消費者参加型の取組（プラチナボーイ物語）を発表し、顧客の興味
を喚起している。
今後は、ロンドンとパリに出店を検討しており、現地在住の日本人に着物の良さやシル

クについて再認識してもらう機会になると考えている。また、ロンドン、パリの人達にも
着物のアート性を強調した販売戦略をとることとしており、世界に進出する第一歩となる
ことが期待される。
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一般財団法人大日本蚕糸会ジャパンシル
クセンターは、平成 27 年 11 月 13 日（金） 
～ 11 月 14 日（土）の２日間、東京都豊
島区のサンシャインシティワールドインポ
ートマートビル展示ホールで開催された農
林水産省及び公益財団法人日本農林漁業
振興会主催の平成 27 年度（第 54 回）農
林水産祭・実りのフェスティバルに出展
しました。全体の入場者数は、二日間で
51,000 人に達しました。
今回は、純国産絹製品を普及啓発するた

めに純国産絹マーク等を展示し、来場した
多くのお客様に日本の蚕糸・絹の良さを紹
介しました。

展示会の概要
会場では、純国産絹マークの説明、蚕の

一生、絹の多用途利用等のパネル展示、パ
ンフレットの配布、５齢のカイコ及び営繭
の実物展示、ビデオによる皇室の養蚕を紹
介し、併せて、上州式座繰り繰糸の体験を
して頂いた。また、群馬県にある世界遺産
富岡シルクブランド協議会会員である株式
会社絹工房に参加してもらい、絹石鹸の実
演説明などを行いました。

カイコの飼育展示
本年 10 月 4日にフジテレビ系で放映さ

れた「ちびまる子ちゃん『絹とお蚕さんの
哀しみ』」を視

み

た子供たちが、本物のカイ

一般財団法人大日本蚕糸会

ジャパンシルクセンター

平成 27 年度農林水産祭・実りのフェスティバルで展示

ジャパンシルクセンターのブース
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コとカイコが繭を作る様子を目の当たりに
して、「初めて見た、触

さわ

った」と興味を持
って頂きました。

富岡製糸場と絹産業遺産群
群馬県から富岡製糸場と絹産業遺産群を

中心とする観光案内パンフレットの提供を
受け、興味のある参集者に説明をしました。
　お客様の中には、富岡製糸場に行ったこ
とがあるが、改めて群馬の歴史を最近知っ
た。富岡製糸場の近くに上野三碑の多胡碑
があり、古墳があることを知った。多胡碑
は、次の世界遺産に認定されるのかとの話
も出ていて、富岡製糸場をきっかけとした
文化を巡る観光が盛んになるのかとも思え
われた。

座繰りの体験
約 150 名の方が座繰りの体験をされま

した。
今、ＮＨＫ大河ドラマ「花燃ゆ」が放映

されており、富岡製糸場や阿久沢商会の座
繰り繰糸が関心をもって見られておりまし

た。両者の繰糸方法の違いなどは、話の端
緒としては格好の材料となりました。
繭から糸繰りする最初の部分（糸

いとぐち

口）の
見つけ方、繰糸鍋で踊る繭と繭糸の細さ、
繭糸の引き揃え方、繰糸枠の生糸の弾力、
繰糸終了後の薄

うすかわ

皮や蛹
さなぎ

などの質問が多く寄
せられました。また、徳島県のゆるキャラ・
すだちくんと兵庫県のキャンペーンガール
が来訪してくれました。
特記したいのは、わざわざこの座繰りを

したいので来たという人たちでした。一人
（40 代男性）は、4年前から来られており
熱心に質問しておりました。もう一人（小
学生男子）は、去年からでこれが楽しみで
すとのことでした。

まとめ
お客さんの中には、昔ご自身、実家、親

戚が養蚕や糸繰りをしていたという方々が
おられて懐かしいということでした。
近くのブースの出展者（長野、山梨、兵

庫、千葉、栃木、群馬等）も興味を持って、
暇をみつけてはわざわざ見にきて頂きまし

すだちくん（徳島県のゆるキャラ）
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た。出展者の主体は県庁職員とＪＡ関係者
なので生き物と座繰りへの興味が旺盛でし
た。ある人は、何度も来られ、自分の家族
（妻、子供）まで連れて来ていました。
この展示は、私どもが直接、一般の方々

にカイコ、生糸を介して養蚕、製糸、製織、
染色のことを話せる数少ない場面です。今
後も機会あるごとに継続して絹の普及宣伝
に努めてまいりたいと考えます。

ジャパンシルクセンターのブースに来られた
フラワープリンセス兵庫

（兵庫県のキャンペーンガール）

座繰りを体験する親子
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蚕糸絹トピックス

　

はじめに
平成 26年度は、４月に「富岡製糸場」で、

更に 11 月に「シルクファクトおかや（岡
谷蚕糸博物館）」で異例の１年に２度のシ
ルク・サミットを開催しました。前者は世
界遺産、後者は新装開館で開催しましたが、
偶然とは思えません。日本最初の官営富岡
製糸場で使われていたフランス式の繰糸機
は、現在、岡谷蚕糸博物館にしか残ってお
らず、フランスにさえ無いそうです。昭和
の初期に製糸日本一を誇った今の片倉工業
株式会社は、富岡製糸場を所有していた時
期がありました。その片倉が古くなった仏
式繰糸機を御

みの り

法川
かわしき

式多
たじょうそうしき

条繰糸機に変えた時
に２釜だけ残していたようです。普通は、
撤去後、解体してしまうものですが、信州
へと移し、発祥の地である長野県岡谷市へ
寄贈したことがことの顛

てんまつ

末だそうです。こ
のような経緯を知ると、昨年開催の二つの
都市には非常に深い因縁があったのだと感
じました。

さて、今回のシルク・サミットは、歴史
と文化に彩

いろど

られ古い街並みを残している滋
賀県長浜市で 10 月 15、16 日の両日、第
17 回として開催されました。通常のサミ
ットは、11 月に開催することが多いので
すが、この日にあえて、設定したのは、そ
の翌日に催される「長浜きもの大園遊会」
をサミットの参加者にも見て頂こうと顧

こり ょ

慮
いたしました。1,000 人の若い女性がきも
のをきて街中をそぞろ歩く姿は圧巻で、園
遊会は日本一のきものイベントです。本サ
ミット初めての地、長浜におけるこの時期
の開催は、このイベントから絹（シルク）
の深さ、素晴らしさを、皆様に再認識して
もらい、市全体が歴史や伝統産業とともに
絹の文化を残していこうと取り組んでいる
ことを知って頂くために企図したもので
す。おかげさまで、シルクに関心の高い方々
に集まって頂き、参加者は約 90 名と盛況
でした。実行委員の方々は、初めてのこと
で大変に苦慮なされたことと思いますが、

国立研究開発法人　農業生物資源研究所
遺伝子組換えカイコ研究開発ユニット

主任研究員　岡田英二

「シルク・サミット 2015 in 滋賀長浜」の開催
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一日目は、午後１時過ぎに開会し、基調
講演が１課題、特別講演が１課題、研究活
動報告が３件ありました。サブテーマに「生
糸のある生活−伝統技術と最新バイオテク
ノロジーそして融合−」とあるように、古
き良き技術を伝統として残し、活かしてき
た長浜の町の歴史とそこに興った繊維産業
から始まり、そのシルク産業として平安以
前から続く絹絃の製造工程と魅力について
の紹介。そして、近年、シルク製品がどの
様に扱われ、そのイメージはどの様に捉

とら

え
られているかの解説へと続き、シルクを産
み出す蚕の最新バイオテクノロジーである
タンパク質生産の分かりやすい解説と今後
の展望。最後に、蛍光シルクを用いた和装
の製品開発のために伝統工芸である浜縮緬
と最新のバイオテクノロジーを融合させる
場面で、如何に課題を克服したか、その
取り組みをお話し頂きました。二日目は、
NPO 法人：魞

えり

の湖会によるガイドで 2つ

のコースに分かれ、豊
ほう

公
こうえん

園から市内の史跡
や伝統産業の施設を巡る「豊公園周辺ぶら
ぶら散策」と銘打ち見学会を行いました。
開会では、一般財団法人大日本蚕糸会会

頭　小林芳雄氏と国立研究開発法人農業生
物資源研究所理事　町井博明氏及び長浜市
市長　藤井勇治氏から挨

あいさつ

拶を頂きました。
小林会頭からは、シルク製品ができるまで
を桑栽培、蚕の飼育、繰糸、撚糸、織、加
工と川上から川下への流れで説明を頂き、
新たな産業としてのバイオテクノロジー
や、富岡製糸場が世界遺産になったことで
巷
ちまた

でのシルクへの関心が非常に高くなって
おり、この機会に次世代へ繋

つな

げるような人
材の確保を目指して頑張りましょうと励ま
しのお言葉がありました。町井理事は、遺
伝子組換えカイコ（以下、組換えカイコ）
によって蛍光シルク、高強度繭糸、医薬品、
特殊タンパク質が作られている現状につい
て述べられ、シルク分野に携

たずさ

わる人々の意

会場の様子

浜縮緬工業協同組合や滋賀県東北部工業セ
ンター、長浜市からの多大なるご協力で成

功裏に終えることができましたことに、感
謝申し上げます。
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長浜の歴史と繊維産業（太田浩司）
それではサミットの詳しい内容に移りま

す。先ず太田浩司さん（長浜市長浜城歴史
博物館長）から「長浜の歴史と繊維産業」
と題して基調講演がありました。太田館長
は、平成 23年の NHK大河ドラマ「江

ごう

～姫
たちの戦国～」において時代考証スタッフ
としてもご活躍なさった方です。始めに湖
北・長浜の歴史として、守護大名の京

きょうごく

極氏、
後に戦国大名の浅

あざ い

井氏３代がこの地を統治
しました。織田信長による小

おだ に

谷城攻略によ
って浅井氏が滅亡しましたが、長政には、
お市

いち

の方とできた娘（茶
ちゃちゃ

々、初
はつ

、江
ごう

）がお

り、滅んでから三姉妹は歴史上、名を馳せ
ることになりました。この地は信長の家臣
　羽柴秀吉に封じられ、今浜を「長浜」と
改め築城、城下町として開町し、長浜市の
基礎ができたそうです。江戸時代になって
一国一城令により城下町から在郷町に変わ
りましたが、長浜は湖北 3郡の中核都市と
して地域をまとめ、明治の初期には滋賀県
随一の経済都市として繁栄したそうです。
その繁栄を促

うなが

したのが長浜の繊維産業で、
「浜

はま

蚊
か や

帳」、「浜糸」、「浜縮緬」、「浜
はま び ろ ー ど

天鵞絨」
が、江戸期に隆盛し、長浜近代化の原動力
になりました。「浜糸」は古くから行われ

見・情報・技術の交流を深め、蚕糸技術の
普及・継承、社会ニーズに根ざしたシルク
用途の拡大をとおして、未来を切り開く新
たなシルク文化の創造というサミットのコ
ンセプトを改めて訴えていました。藤井市
長からは、当サミットの長浜開催について

の御礼から始まり、「和装は日本人の芸術
文化であり、心でもあるので、是非、継承
をしていきましょう」と、聴衆に強く訴え
ていました。また、長浜市や市の大きなイ
ベントである園遊会や盆梅展についてご紹
介頂きました。

主催者・共催者の挨拶（左から小林芳雄会頭、町井博明理事、藤井勇治市長）
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基調講演（太田浩司館長）

ていた養蚕によって、江戸初期にはすでに
西陣織の絹糸供給地として京都への流通体
制を確立させていました。また、明治の近
代養蚕業のお手本として出版された「養
蚕絹篩

ふるい

」は、70 年以上も前の江戸後期に、
既に「蚕飼絹篩」「蚕飼絹篩大成」として、
この地で刊行されていたのです。「浜縮緬」
については、江戸中期に中村林

りんすけ

助・乾
いぬい

庄九
郎により農家の余業として興

おこ

されたという
のが定説とされていますが、突然始まっ
て産業が興るわけではなく、以前から縮緬
織は行われていたと太田館長は述べていま
す。むしろ、両名は縮緬織を組織だって流
通させた開祖、彦根藩を通して京都への販

路に道筋を付けた者で、やがて、彦根藩に
よって国

こくさんかた

産方に統制され、流通が盛んにな
ったそうです。江戸後期には、この統制を
受けない「印抜縮緬」も「浜縮緬」と称し
て売られていたそうですが、これは今で言
う偽ブランドで、この当時すでに「浜縮緬」
がブランドとして確立していたことを物語
ります。最後に、これら繊維産業の江戸期
における経済力によって、明治初期、民間
による小学校の開設や国立銀行の創業、鉄
道の開通など、長浜が、大津や彦根を抑

おさ

え
て、滋賀県随一の経済都市であった、とま
とめて頂きました。

絹絃の製造工程とその音色の魅力について
（橋本英宗）
次に、橋本英宗さん（丸三ハシモト株

式会社社長）から「絹絃の製造工程とその
音色の魅力について」と題して、特別講演
がありました。木

き の も と

之本町は会社の所在地で

あり、戦国時代の決戦地となった賤
しずがたけ

ヶ岳に
近く、北国街道の宿場町として発展し、養
蚕業が盛んだったそうです。最近では、テ
レビで話題になった、サラダパン（沢

たくわん

庵
の千

せんぎり

切りをマヨネーズで和
あ

えた具
ぐ

をコッペ
パンに挟

はさ

んだもの）で有名です。会社は、
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水
みずかみ

上勉
つとむ

の小説「湖
うみ

の琴
こと

」で全国に紹介さ
れ、三味線や琴などの邦楽器の糸（絃

げん

）を
作り、絹絃製造では国内にわずか 4社しか
残っていません。木之本町は天候が変わり
やすいこと、すなわち雨の多いことが絃作
りに非常に良く、原料は岐阜県美

み の か も

濃加茂市
周辺で作られた春

しゅん

嶺
れい

×鐘
しょう

月
げつ

の春繭だけを使
い、この町の大

おお と

音地区にて生
なま び

引き・座
ざ

繰
ぐ

り
した生糸を用いるそうです。この糸を自動
裁断し、節を取り除き、小

こわ く

枠に巻き取りま
す。糸の重さを揃えることで音を揃えるた
め、匁

もんめ

秤
ばかり

で目方合わせを行い、その太さを
決めます。この糸を「独

こ ま

楽撚
よ

り」という伝
統作業で撚

ねん し

糸します。糸の片方を固定し、
もう一方の端には分

ふんどう

銅のような独楽を付
け、その独楽を回転させて撚りを掛けます。
この方法は、もう丸三でしか行われていま
せん。続いてこの糸を鬱

う

金
こん

で染色し、餅
もち

で
糊
のり

煮込みします。黄色く色付けをするのは、
黄
おうけん

繭の名残で、セリシンを残していること
をアピールしているのではないかと説明し
てくれました。餅

もち

米
ごめ

を炊
た

いて搗
つ

いた美
お い

味し
そうな餅を糊として惜

お

しげもなく使い、糸

を乾燥、また糊引きして糸の表面にコーテ
ィングを施

ほどこ

し、裁断、糸巻き、紙付けし、
出荷されます。絹絃は、生糸の太細の集ま
りに撚りを掛けることで、４本撚りの糸が
人間の声として聞き馴染みのある 2kHz の
波長域の音を、減衰させることなく引っ張
る複雑な振動（うなり）を起こします。橋
本社長は、この現象が音色の深さ、余韻等
響きの良さで他を圧倒するため、絹絃が良
いのだと音色のスペクトル分析で科学的に
証明していました。絹絃の文化は日本だけ
ではなく、同じ伝統楽器を持つアジアも視
野に入れながら、市場を開拓しており、現
在、最高品質の絃として注目を浴び、絹絃
は、中国のトッププロにも愛用されている
そうです。橋本さんは絹絃を極めたいとい
う思いで、伝統の継承と保存に努め、絹糸
の特性を研究して演奏家の求める音色を開
発し、世界的な絹絃メーカーへと成長した
いと熱く語って下さいました。最後に「絃」
は、絹糸で作られた弦であるため糸偏が付
くそうです。

特別講演（橋本英宗社長）
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シルク製品の近年の傾向（森下あおい）
休憩後は、３例の研究活動報告で、まず、

森下あおいさん（滋賀県立大学教授）か
ら「シルク製品の近年の傾向」と題して講
演頂きました。人類の美しさに魅せられた
装いは、シルクとともに歴史を刻み、多様
な繊維の中でも、時代と地域を超えて、シ
ルク以上に魅力を発するものは見当たらな
かったそうです。また、人が感性豊かなデ
ザインや芸術的可能性を服飾に表現すると
きはシルクによって成されてきており、装
いの歴史を辿

たど

ると、シルクに魅せられ、創
造の道を歩んでいたことが明らかだそうで
す。森下教授も、素晴らしい繊維としての
浜縮緬に魅せられ、15 年に渡って滋賀と
関わっており、この出会いは感覚的なもの
だそうです。シルクが人に与える感覚的な
もの、その品質を検証し、現代社会におい
てシルク製品に求められているものは何か
を傾向として捉えて、話は進められていき
ました。装いにおけるシルクの品質とは、
美しさと着心地であり、この感覚は他の繊
維から飛び抜けています。肌に触れたとき
の滑らかさや柔らかさは格別であり、艶

なま

め

かしい光沢は、シルクを身につけた人に心
地よい優越感や満足感を与え、一方、身
につけている人を見たときには、憧

どうけい

憬や
羨
せんぼうかん

望感を引き起こす。他の繊維にはない感
動を起こすものだそうです。また、衣服の
構成においても、和装では適度に緩

ゆる

く沿う
風合いを活かすことができ、羽二重や縮緬
に代表される弾性の富む軟らかさを表現で
き、一方、洋装においては身体のラインに
沿う立体的な構成に風合いが活かせ、ドレ
スのように体型を引き立てるデザインには
コシやハリが必要など、華やかさを演出す
るには他の生地を寄せ付けないそうです。
それでは、現代人がシルクに求めている

ものとは？　そこで森下教授は、近年の消
費行動について調査し、傾向として、①自
分なりのこだわり、②日常の衣食住に消費
を増やしたい、③ブランドへの期待はステ
イタスより品質保証とテイスト重視の３つ
を上げました。これらよりシルクに求めら
れているものは、norm core（究極の普通）、
effortless（肩肘張らない）、healthiness（健
康・安全）、natural comfortable（自然の心
地よさ）であり、これらをトータルコーデ

事例発表１（森下あおい教授）
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ィネートするのが良いのではないかと提案
していました。しかし、シルクの総合的な
イメージが持つ有形無形の価値は、人に安

定的な信頼感を与えるものであり、ハイフ
ァッションの役割や責任を持つことを忘れ
てはならないと提言していました。

カイコを用いた組換えタンパク質生産（立
松謙一郎）
次に、立松謙一郎さん（（国研）農業生

物資源研究所主任研究員）から、「カイコ
を用いた組換えタンパク質生産」と題して、
生物がタンパク質を作る仕組みとカイコを
用いた生産、その応用・実用化について、
とても分かりやすい紹介がありました。立
松主研の説明では、医薬品や診断薬には遺
伝子組換えタンパク質（以下、組換えタン
パク）の需要が急速に増大しているそうで
す。平成 25（2013）年の世界の医薬品の
売上高 10 位の内、7つは組換えタンパク
によるバイオ医薬品でした。日本はこの分
野に出遅れていますが、新しい生産技術と
して純国産技術である組換えカイコには注
目が集まっています。タンパク質は複雑な
ため、大きな分子や機能を持ったものを化
学的に合成することは未だに難しいので、
細胞や生物を利用した組換えタンパクが有
効なのです。
さて組換えタンパクとは何か？　立松主

研は、生物が行うタンパク質合成を、家を
建てるときの設計・施工を例にしてアニメ
を交えながら解説してくださり、設計図で
ある遺伝子に生産したいタンパク質の情報
を持つ DNA を導入して生産した組換えタ
ンパクや、また、バイオ医薬品についても

説明頂きました。カイコは家畜化されてお
り、1世代が 6〜 7週間、幼虫・成虫とも
に動きが少なく、幼虫 1頭５gを育てるの
に飼料代が２〜 20 円です。日本では絹糸
生産や遺伝・生理学研究に用いられ、ゲノ
ム配列が完全に解読されている等、組換え
タンパクの合成に優れた特性を持つことが
分かりました。
特に、タンパク質の大量合成器官として

絹
けん し

糸腺
せん

の存在を挙
あ

げ、５齢幼虫における体
重の４割を占め、その細胞の１日当たりの
合成速度は培養細胞の 100 万倍以上だそ
うです。繊維質のフィブロインや水溶性の
セリシンなど機能の異なる役割や性質をも
つタンパク質を生産し、生産の用途による
使い分けが可能なようです。
組換えカイコの作り方は、カイコの卵へ

穴を開け、そこから目的遺伝子を持った発
現ベクターと呼ばれる DNA 溶液を注入し
ます。この発現ベクターがカイコの卵の細
胞に組込まれるときに、将来、卵巣や精巣
となる生殖細胞に入ると、次世代からは全
ての細胞に目的遺伝子を持つ組換えカイコ
となります。
組換えが成功したカイコを見分けるため

に、目が光るなど肉眼で判別できるマーカ
ーが使われています。このように、組換え
カイコを作ることが成功したことで、蛍光
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シルクによるドレスや和服を作ることがで
きるようになりましたが、立松主研は、絹
糸だけではなく、リンパ腫

しゅ

などの薬として
用いられる抗体医薬品について、この組換
えタンパクがセリシン層に分泌されること
で緩
かんしょう

衝液
えき

などの簡単な条件による抽出がで

きることを紹介し、今後、患者個人のゲノ
ム情報を基にしたオーダーメード医薬品や
医療ニーズが満たされない希少な疾

しっかん

患に対
する少量生産医薬品など、組換えカイコに
よる幅広いポテンシャルを持つ生産につい
ても、熱く語って頂きました。

事例発表２（立松謙一郎主任研究員）

蛍光シルクを用いた製品開発（𠮷田和生）
一日目最後は、𠮷田和生さん（浜縮緬工

業協同組合理事長）から「蛍光シルクを用
いた製品開発」と題して、農業生物資源研
究所が開発した組換えカイコが作る蛍光シ
ルクを「浜ちりめん」ブランドとして製品
開発したときの課題克服についてお話しを
頂きました。縮緬の大きな特徴は、生地全
面に細かい凸凹状の「シボ」ができること
です。これは、生糸に撚りのない経糸と強
い撚りを掛けた緯糸を交互に織り込み、そ
の生地を精練することで糸を収縮させ、緯
糸の撚りが元に戻ることで作られます。そ
のため縮緬は精練など製造過程で高温処理

をする必要があります。しかし、組換えカ
イコの作る蛍光シルクは熱に弱く、60℃を
超えるとタンパク質が壊れて光らなくなっ
てしまいます。これが第１－技術的課題の
中で最大の問題点だったそうです。先ずは、
蛍光シルクを織るために、基本的に蛍光生
糸 27 中を先練りしたものを使った平織り
を試みました。しかし、繰糸過程でも高温
処理ができないため解

かいじょ

舒（糸のほぐれ）が
悪くて抱

ほうごう

合不良（糸の引き揃えの不良）を
起こし、単糸使いでは強度が足りず、タテ
糸切れが起きました。そこで、諸

もろ よ

撚り糸に
加工し、酵素精練による先

さき

練
ね

りの加減で強
度を保持し、糸切れを防ぎました。ヨコ糸
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は、高温蒸気が当たらぬよう温度管理を徹
底し、セリシンを膨

ぼうじゅん

潤軟
なん か

化させて引き揃え
た糸同士を接着する緯

ぬき

煮
たき

で水撚りした強い
撚りの八

はっちょう

丁撚
ねん し

糸を用いました。撚糸後の乾
燥や撚り止めにも温度管理を徹底したそう
です。これで織り上げた生地を、60℃以上
の温度を上げずに精度を高めた酵素精練を
行い「シボ」を作ることができました。
ところで「浜ちりめん」は、絹白生地と

して最高級品を誇りますが、最終製品では
ありません。この新しくできた縮緬をどの
様に活かすか、𠮷田理事長は第２—用途開
発面の課題として取り組みました。蛍光シ
ルクを最も活

い

かすデザインは、イメージは
何か？　また、縫

ほうせい

製や PR の方法など、全
くの素人ばかりなので組合だけでは、何を
どう進めて良いか分からない状況でした。
暁会の企画会議に滋賀県東北部工業技術セ
ンター（長浜市）の山下氏が加わることで、
舞台芸術や服飾芸術の専門家である成

せいあん

安
造
ぞうけい

形大学（滋賀県大津市）の田中秀彦さん
（助教）を紹介され、具体的な構想が膨ら
みました。かぐや姫の十

じゅうにひとえ

二単のイメージで
和装のデザインをし、縫製は田中さんとそ

のスタッフで進めて行きました。また、京
都の浜ちりめん白生地求評会会場に竹取物
語の舞台設置をし、古田敦子さんのフラン
スの無言劇による演舞で PR しました。こ
れをマスコミは大きく取り上げ、好評を得
る結果となったそうです。その後、盆梅展
でも同様のパフォーマンスで第２課題を克
服しました。　
近年、浜ちりめんは新しい試みとしてウ

エディングドレスの販売を行っており、蛍
光シルクでの製品開発による PR を考えて
います。これを契機に「浜ちりめん」のブ
ランド力を高め、和装業界のシェアを広げ
るとともに和装以外の用途開発や新技術を
導入した付加価値の高い製品作りをさらに
目指すとお話しされ、最後を締めていただ
きました。
この日は、４時間にも及ぶ長い時間でし

たが、全てが一つの物語を聞いているよう
な心地よさで、時間の経つのを忘れさせ、
一瞬の出来事のように楽しませていただ
き、とても良い講演会となったサミットで
した。

事例発表３（𠮷田和生理事長）
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豊公園周辺ぶらぶら散策
二日目は、豊公園周辺ぶらぶら散策と

称して、長浜ロイヤルホテルを起点に豊公
園へ歩き、Aコースは長浜城歴史博物館を
メインに、Bコースは慶

けいうんじ

雲寺・長浜鉄道ス
クエアに、それぞれ分かれて見学し、長浜
伝統産業館から大

だいつうじ

通寺へと散策を行いまし
た。私は Bコースに参加させて頂き、秋晴
れの素晴らしい午前中を史跡巡りしながら
堪
たんのう

能させて頂きました。私達は長浜浪漫パ

スポートを手に市内を巡りましたが、皆様
が拙筆を目にする頃に長浜の街中を楽しむ
ならば、「長浜盆梅パスポート 2016」を手
に入れると良いと思います。長浜は、観光
の見どころも多く、秋にはきもの大園遊会
も開催されます。琵琶湖に育まれてきた「浜
ちりめん」の小物などを手に入れてみるの
もまた楽しいと思います。時間がございま
したら、長浜の地へ足を運ばれてみるのは
いかがでしょうか。

浜ちりめん蛍光シルク作品 豊公園周辺ぶらぶら散策
（右端が筆者）
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国内情報

諏訪湖ホテル記念館と諏訪市美術館（旧懐古館）

諏訪湖ホテル記念館
今回は、前回に続いて、諏訪市に保存活

用されている片倉工業株式会社ゆかりのシ
ルク遺産を２件紹介したい。まず、諏訪湖
畔にある諏訪湖ホテル記念館。この建物は、
片倉館と同じく昭和 3年に片倉家の別荘と
して完成した。和室部分は平屋、数

す き や づ く

寄屋造
りであり、洋館部分は、迎賓館としてヴィ
クトリア調の２階建ての建物。設計はとも
に片倉館同様に、大正・戦前昭和期を代表
する建築家の一人、森山松之助。ともに平
成 23 年に登録有形文化財に登録されてい
る。両方とも現在もホテル（昭和25年開業）
の一部として使用されている現役の建物。

和室部分は、和室二間で構成され「菊の
間」と称されている。屋内は一見したとこ
ろ簡素で地味である。だが、よく観ると非
常に凝った造作になっていると評価されて
いる。材料も、北山杉、秋田杉、紋

もん

竹
ちく

，東
南アジア産の鉄

たがやさん

刀木などの銘木を随所に使
用、また茶室や水屋、さらには檜

ひのき

風呂の造
作も見どころである。また、例えば和室廊
下の隅に設置されていたラジエーターのカ
バーは木造で、一部は網代を使うなど、デ
ザインが繊細かつ凝っており、数寄屋造り
にまことにマッチしている。優れた職人の
技を感じる建築である。
洋館部分は、当時の取引先を招く施設だ

けあって外観はスパニッシュ調、鉄筋コン
クリート造り。1階はヴィクトリア風の完
全な洋風、2階には和室が 3室、とくに真
ん中の部屋は書院造りで、二重の鴨

かも い

居、ふ
すま等の枠は黒

くろうるし

漆仕上げ、ふすまは無地と、
まことに格調高い。森山松之助は、洋風和
風双方に優れた才能を発揮した設計家であ
った。
■名　称：諏訪湖ホテル記念館

（外観を含めて通常一般公開はしていない）
■所在地：〒 392-0027
　　　　　長野県諏訪市湖岸通り 4-1-43   

シルク遺産を訪ねて㉕

東京産業考古学会

副会長　平 井　東 幸

迎賓館（左）と和室（正面）
写真提供：諏訪湖ホテル
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■アクセス：ＪＲ中央本線上諏訪駅下車、徒歩 8 分
　　　　　　中央自動車道・諏訪 IC より 7km
■電話：0266-52-2151

諏訪市美術館
次に、諏訪市美術館である。片倉同族

により片倉館の附属施設としてその南隣
に建設されたもの。完成は物資不足の戦
時中の昭和 18 年、地域の歴史考古資料や
養蚕製糸関係資料の展示することを目的
に「懐

かいこかん

古館」として完成。設計者は不詳と
のこと。木造２階建てであるが、内外とも
コンクリート造り風であり、外観は、城郭
風・・・戦前昭和期に流行したいわゆる
「帝

ていかん

冠様式」と言われているもので、東京
の九段会館（旧軍人会館）、上野の国立博
物館（東博）等に倣

なら

ったものであろうか。
緑の屋根瓦が印象的で、隣の洋風の片倉館
とは好対照をなしている。外壁は白色、一
部には鉄

てっぺいせき

平石が貼られているのが強いアク
セントになっている。また、破

は ふ

風の懸
げぎょ

魚や、
玄関車寄せの丸柱、1階内部の 5本の列柱
などが印象的である。

第二次大戦中の物資不足の時代にこれだ
けの建物を建築したことに驚く。昭和 22
年には地元の芸術家や文化人が借り受けて
諏訪美術館となり、25 年に片倉同族によ
り市に寄付され、一時期公民館として使用
された。31 年には正式に諏訪市美術館と
なって今日に至っている。収蔵作品は約
1,400 点、定期的に企画展等を開催してい
る。なお、三代兼太郎が生前に収集した製
糸関係史料は、昭和 39 年に岡谷市に開館
した市立岡谷蚕糸博物館にすべて移管され
ている。また、平成 23 年に「諏訪市美術
館（旧懐古館）」として国の登録有形文化
財になった。
なお、同館の湖畔寄りには、古い地味な

建物がある。現在は諏訪湖ホテルの従業員
宿舎として使用されているが、これも片倉
同族により「郷土館」として昭和 16 年に

列柱のある内部（諏訪市美術館）
写真提供：諏訪市美術館

帝冠様式の外観（諏訪市美術館）
写真提供：諏訪市美術館
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建設された、同地の片倉ゆかりの建築物の
一つであり、片倉家が地域の教育文化に如
何に意を注いだかがうかがわれる。

■名　称：諏訪市美術館
■所在地：〒 392-0027
　　　　　長野県諏訪市湖岸通り 4-1‐14   
■アクセス：ＪＲ中央本線上諏訪駅下車、徒歩 8 分
　　　　　　中央自動車道・諏訪 IC より 7km
■開館時間：9 時～ 17 時
■休館日：月曜日、祝日の翌日、年末年始、
展示替え期間
■入館料：大人 300 円、小・中学生　150
円　※企画展は別料金
■電話： 0266-52-1217

以上、３回にわたり、埼玉県熊谷市の片
倉シルク記念館、長野県諏訪市の片倉工業
株式会社ゆかりのシルク遺産を紹介してき

た。
こうした文化財の保存と活用について、

一般財団法人片倉館の理事長を兼務する片
倉興産株式会社の片倉康行社長は、控えめ
ながら次のように語っている。「片倉家で
は、私の曾祖父にあたる二代兼太郎が欧州
を視察し、地元の人たちの施設として片倉
館を昭和初期に建設している。祖父の三代
兼太郎は収集保存してきた蚕糸関係の史料
を保存展示するため戦争中の物資不足下に
もかかわらず諏訪市に懐古館を建てた。そ
の史料・・・機械や用具、文献等はその後
岡谷市に建設された市蚕糸博物館にすべて
移管され今日に至っている。かつて、生え
抜きの柳澤元社長は、富岡製糸場について
「売らない、貸さない、壊さない」と述べ
たが、それが世界文化遺産に登録されたこ
とになり慶賀に堪

た

えない。振り返ると、こ
うした建物や機械、文物の文化財としての
価値を早い時期から評価してきたことが、
現在の片倉ゆかりの文化財として保存活用
されることにつながっており、それが、明
治以降の歴史史料としてだけでなく観光資
源としても活用されている。すでに小冊子
やちらしを制作して一般に配布しているほ
か、イベント等を開催し、これらの文化財
を利用して今後とも地域に貢献していきた
い。

諏訪湖ホテルの菊の間
写真提供：諏訪市美術館
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表　　片倉工業ゆかりの主要なシルク遺産（建物）

施設の名称 所在地 文化財ステータス

富岡製糸場※ 群馬県富岡市 世界文化遺産、国宝、史跡

旧片倉事務所※ 長野県岡谷市 国登録有形文化財

初代片倉兼太郎生家 同上 国登録有形文化財

岡谷蚕糸博物館 同上 機械の一部は機械遺産※

片倉館※ 長野県諏訪市 重要文化財

旧片倉組別邸 同上 国登録有形文化財　　　

諏訪市美術館（旧懐古館） 同上 国登録有形文化財

片倉シルク記念館※ 埼玉県熊谷市

注：※は、経済産業省の「近代化産業遺産」に認定されているもの。

今回の取材で、片倉興産の片倉康行社長をはじめ、かたくら諏訪湖ホテルの保立稔営業開
発マネージャー、諏訪市美術館の矢ケ崎結花学芸員に懇切なご案内と貴重な資料のご提供を
いただきました。ここに記して御礼と致します。
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海外情報

　
2015（平成 27）年 10 月 22 日、中国

浙
せっこう

江省杭
こうしゅう

州市において標記会合が開かれ
た。2004（平成16）年に国際絹業協会（ISA）
が解散して以来、国際レベルでのシルク国
際会議としてこのフォーラムは多くの関係
者から注目されており、今回が第 6回目の
開催となった。
フォーラムの内容は、“世界のシルク産

業の発展”、“シルクブランドのマーケッテ
ィングチャネルの革新” 及び “シルクとフ
ァッションの発展方向” の 3部構成となっ
ていた。出席者は、中国はもとより日本、
インド、韓国、フランス、イタリア、タイ、
ベトナムなどから約 150 名近くの関係者
が参集、日本からは一般財団法人大日本蚕
糸会の小林会頭が基調講演を行い、清水蚕
糸科学研究所長と筆者も参加し関係者との
情報交換を行った。
今回のフォーラムで発表されたものの中

から、中国のシルク事情について、関係す
る方々の参考に供したく以下に紹介する。

小林会頭の講演
－日本の蚕糸絹業の現状と新たな取組み－
　中国のシルク事情について報告する前
に、小林会頭の講演内容について簡単に紹

介する。
冒頭、昨年（2014（平成 26）年）、日本（富

岡製糸場と絹産業遺産群）と中国（シルク
ロード：長安・天山回廊の交易路網、大運
河）でシルク関係の世界遺産登録が実現し
たのをともに喜びたいと呼びかけ、講演を
始めた。内容は、“日本の蚕糸絹業の現状”、
“特徴あるモノ作りへの取り組み” 及び “大
日本蚕糸会の役割” の 3項目である。

日本の蚕糸絹業の現状
日本の蚕糸絹業の現状では、直近 5年間

の絹の内需は 1万トン程度で推移し、絹需
要量は横ばいとなっていること、国内の繭
生産量、絹生産量とも減少が続き、輸入生
糸量で日本の需要をまかなっている状況等
について説明した。また、養蚕農家を含む
各段階の業者が参加して純国産絹製品づく
りをしようとする生産・流通システムの構
築を目指すグループを支援していること、
さらに、「純国産絹マーク」の管理運営と
普及を図っていることを紹介した。
次に、特徴あるモノ作りへの取り組みで

は、特徴ある絹の製品づくりに役立つ研究
開発として、雄のみが孵化する「プラチナ
ボーイ」、玉繭生産率の高い「玉小石」、遺

一般財団法人大日本蚕糸会蚕業技術研究所

所長　新保　博

2015 中国国際シルクフォーラムに出席して
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伝子組換え技術を使って作出した「光るシ
ルクを産生する蚕」など新しい蚕品種の創
出や、蚕品種や撚糸加工などの技術を組み
合わせることによって耐久性があり、絃の
伸びや音色に特徴のある絹絃を作製する技
術など歴史的絹の復元について紹介した。
さらに、大日本蚕糸会が、養蚕、製糸、

染織に至る一貫した諸技術の研究開発と振
興策を実施するわが国の唯一の機関とし
て、蚕品種の育成と保存、新しい繰糸機の
開発などの研究開発の実施及び「国産繭・
生糸」の生産増強を図るため、新規養蚕農
家や事業者（法人等）が養蚕を始めるにあ
たって、初度的経費の支援などの新たな蚕
糸対策を実施していることを説明した。

2015 年中国シルク産業の発展に関する報告
発表者は、中国絲

しちょう

綢協会副会長兼秘書長
の銭有清氏である。報告の構成は、“2010-
2014 年の中国シルク産業の状況”、“中国シ
ルク産業の発展に向けた現在の状況” 及び”
中国シルク産業の発展に向けた重要なポイ
ント” の 3項目である。

１．2010-2014 年の中国シルク産業の状況
最近、国際及び国内的な要因の影響によ

り、シルク産業の経済発展は減速し、外国
貿易及び輸出は連続して減少し、シルク産
業の経済活動は前例のない下降圧力にさら
されている。しかしながら、全てのシルク
産業は、産業構造改革を加速し、イノベー
ション（革新）を貫き、継続的に国内外の
市場需要を発掘し、種々の困難とリスクを
効果的に解決することにより、安定した産
業活動を維持している。

１）基本的に安定した繭の生産
2014（平成 26）年の桑園面積は前年

比 1.32% 減の 82.9 万 ha、繭の生産量は
前年比 0.31% 減の 64.1 万トン、繭の平均
買入価格は前年比 6.69% 減の 1,806.49 元
/50kg（約 34,300 円 /50kg、1 元＝ 19 円
として計算、以下同様）であった。
最近 3 年間の繭生産量は僅

わず

かに減少し
ているが、基本的に 64 万トン程度を維持
している。広

こうせい

西チワン族自治区、四
し せ ん

川省、
雲
うんなん

南省では安定した成長傾向を継続して維
持しているが、江

こう そ

蘇省及び浙
せっこう

江省の繭生産
量は 2010（平成 22）年に比べてそれぞれ

講演を行う（一財）大日本蚕糸会の小林芳雄会頭

講演を行う中国絲綢協会の銭有清副会長兼秘書長
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31.3% 及び 20.1% の減であった。広西チワ
ン族自治区の繭生産量は４年間連続して成
長を達成し、全国の繭生産量の 44％を占
め、連続して中国で 1位の座を確保した。
四川省、江蘇省、雲南省及び浙江省の生産
量はそれぞれ 12%、8%、7% 及び 6%を占
めている。
繭の買入価格については、2014（平成

26）年の平均買入価格は 1806.49 元（約
34,300 円 ）/50kg で、2010（ 平 成 22）
年に比べて 5.2％の上昇、また、2000（平
成 12）年の 838.16 元（約 15,900 円）に
比べて 215.53% であった。生産コストの
上昇につられて、繭の価格は安定的に上昇
傾向を呈している。

２）経済活動への圧力の増加　　
（１）主要製品の生産量の減少
2014（平成 26）年の野蚕糸を含む絹

（silk）の生産量は 14 万 6,400 トン（中国
絲調協会による修正値）で、2010（平成
22）年に比べて 13.64% 減であった。しか
し、最近 3年間では小幅ながら増加してい
る。絹織物（silk and satin）の生産量は 7
億 1,700 万メートルで、2010（平成 22）
年に比べて 7.45%減であった。絹布団（silk 
quilt）の生産量は 2,474 万点で、2010（平
成 22）年に比べて 24.95% 増であった。
2015（平成 27）年の 1-8 月期の野蚕糸

を含む絹（silk）の生産量は 10 万 3,700
トンで、2014（平成 26）年同月期に比べ
て 1.32% 増、絹織物（silk and satin）の
生産量は 3億 9,700 万メートルで、2014

（平成 26）年同月期に比べて 0.41% 増、絹
布団（silk quilt）の生産量は 1,414 万点
で、2014（平成 26）年同月期に比べて
14.06% 減であった。

（２）産業経済の安定的成長　　
中国統計局の統計によると、2014（平

成 26）年の中国のシルク大企業の主な
事業所得は 1,281 億 2,900 万元（約 2 兆
4,300 億円）で、2013（平成 25）年に比
べて 6.79% 増であった。その利益は 69億
5,800 万元（約 1,300 億円）で、2013（平
成 25）年に比べて 4.68% 増であった。し
かし、2014（平成 26）年の主な事業所得
及び利益の成長率は 2010（平成 22）年
に比べてそれぞれ 21.57% 及び 54.84% の
低下であった。シルク産業の経済成長率は
年々下落し、下向きのリスクと圧力が依然
として途切れなく大きくなってきているの
が分かる。

３）外国貿易及び輸出の減少
中国税関の統計によると、中国の野蚕を

含む絹（natural silk commodities）の輸出
額は 31 億 3,800 万ドル（約 3,760 億円、
1 ドル＝ 120 円で計算、以下同様）で、
2010（平成 24）年に比べて 8.32% 減で
あった。内訳として、繭、生糸、絹糸など
の絹原料（silk products）の輸出額は 6億
1,500 万ドル（約 740 億円）で、2010（平
成24）年に比べて5.33%減、絹織物（natural 
silk and satin）の輸出額は 9億 800 万ドル
（約 1,090 億円）で、2010（平成 22）年
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に比べて 9.62% 減、衣類など二次製品（silk 
garment and products）の輸出額は 16億
1,600 万ドル（約 1,940 億円）で、2010
（平成 22）年に比べて 2.59% 減であった。
2014（平成 26）年のシルク産業全体の輸
出額は最近 4年間で最低の値であり、輸出
の状況がより一層厳しいことが分かる。
2010（平成22）-2014（平成26）年の国

産の野蚕を含む絹（natural silk commodities）
の従来からの主要販売市場への輸出額は完
全に減少していることが一目で分かる。米
国、インド、イタリア、日本及び香港への
輸出額は 2010（平成 22）年に比べてそれ
ぞ れ 22.1%、40.07%、15.6%、12.34% 及
び 8.61% の減であった。唯一、パキスタン
への輸出額が前年同期比 34.6% 増の成長率
を示した。米国への輸出額は 3年連続して
減少、また、インドへの輸出額は 4年連続
して減少しており、その平均減少率は 10%
を超えている。
2015（平成 27）年 1-8 月期の中国の野

蚕糸を含む絹（natural silk commodities）
の輸出額は 18 億 8,000 万ドル（約 2,260
億円）で、2014（平成 26）年に比べて
10.79% 減であった。内訳として、繭、生
糸、絹糸などの絹原料（silk commodities）
の輸出額は3億7,200万ドル（約450億円）
で、2014（平成 26）年に比べて 11.06% 減、
絹織物（silk and satin commodities）の輸
出額は 4億 9,300 万ドル（約 590 億円）で、
2014（平成 26）年に比べて 19.29% 減、
衣類など二次製品（natural silk garment）
の 輸 出 額 は、10 億 1,500 万 ド ル（ 約

1,220 億円）で、2014（平成 26）年に比
べて 5.87% 減であった。2015（平成 27）
年のシルクの外国貿易の状況は依然として
楽観的ではない。

４）繭及び生糸価格の継続的下落　
2010（平成 22）-2014（平成 26）年の

繭（乾繭）及び生糸の価格動向は、両者と
も 2011（平成 23）年 4月に過去最高値（乾
繭は 130,600 元（約 2,481,400 円）/トン、
生糸は 402,900 元（約 7,655,100 円）/ト
ン）を付けた後、急速に下落した。2014
（平成 26）年末までに、乾繭及び生糸の価
格は 2010（平成 22）年に比べてそれぞれ
19.54% 及び 8.44% 下落した。
2015（平成 27）年においては、国内外

の市場需要の弱さや国内市場における乾繭
及び生糸の十分な供給などの影響で、繭及
び生糸の価格は値動きを繰り返し下降傾向
を維持している。9月末までに、乾繭及び
3A 格生糸の価格は年初に比べてそれぞれ
16.52% 及び 11.24% 下落した。

５）第 12 次 5 カ年計画期間における新た
な重要事項
第 12 次 5カ年計画の期間、中国シルク

産業の経済活動はかなり厳しい下降圧力に
耐えてきた。しかし、構造調整、科学や技
術の進歩、ブランド文化の構築などの面に
おいて幾つかの新たな重要事項が現れてき
た。
第一に、構造調整の歩みが加速している

ことである。東部沿岸地域における連続的
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な産業及び経済的な変化の圧力で、江
こうそ

蘇省、
浙江省などの主要なシルク企業の多くが中
西部に資金を投下して、生産基地を作って
いる。「東部の製糸業が西部に移動する」
というパターンがさらに「東部のシルク織
物業が西部に移動する」というパターンを
駆り立てており、中西部の生糸及び絹織
物（silk and satin）の生産量は徐々に増加
している。「企業＋農家＋基地」の一体化
方式が積極的に普及されている。江蘇省の
富安（Fu'an Town）、四

しせ ん

川省の寧
ねいなん

南県、広
西チワン族自治区の宜

ぎしゅう

州市、陜
せんせい

西省の安康
市（Ankang City）などの繭生産基地が安
定的に発展し、養蚕及び栽桑の基盤が固ま
ってきている。杭州市（Hangzhou）の女
性用衣類（silk women's fashion）、嵊州市
（Shengzhou）のネクタイ（silk tie）、湖州
市（Huzhou）の化粧品（silk facing）、桐
郷市（Tongxiang）の絹布団（silk quilt）、「シ
ルクの都」という立派な名前を持つ南充市
（Nanchong）、海安県（Haian）の絹製品
（cocoon silk）などが代表的な例として挙
げられる、シルクに特化した集団が急速に
発展し、産業チェーンの集積効果が徐々に
現れてきている。製品構成は途切れなく最
適化され、シルクの化粧品、衣料品、ドレ
ス及び装飾品、ホームテキスタイル、文化
的贈答品、家蚕及び柞蚕を使った健康食品
などの新たな製品が次々と提供され、産業
チェーンはさらに拡充、発展している。国
内市場のシルクの消費はある程度拡がって
おり、シルク布団（silk quilt）などの製品
は徐々に多くの家庭に浸透している。ファ

ッショナブルなドレスや装飾品の一般消費
は増加を続けている。国内市場で販売され
るシルク製品の割合は全販売量の 50% に
確実に到達しており、国内市場の需要の可
能性と領域が拡がり始めている。
第二に、科学技術のレベルが徐々に向上

していることである。国立の主要な工学の
研究所、蚕糸の研究所、シルクの学会及び
他の研究分野の機関で構成される、いわゆ
る「生産、学術、研究」が連携した技術革
新システムがすでに形成されてきている。
蚕及び桑の遺伝研究、シルク技術の開発、
包括的な資源利用などの分野の研究は世界
において主導的な役割を果たしている。効
率の良い新しい蚕飼育技術が積極的に普及
され、自動繰糸機が広く普及、利用され、
生産効率は著しく高まっている。ジャカー
ド織機、シャトルレスの広幅織機、シルク
のデジタルインクジェットプリンターなど
の先端的な技術や機器が広く利用され、製
品の品質は著しく向上している。シルク製
品の標準化システムがさらに向上され、Ｉ
ＳＯ（国際標準）に向けての「絹－生糸の
節と糸むらの電子検査方法」の研究開発が
順調に進み、国内のシルク標準の国際化を
進める重要な一歩となった。天然シルクの
低浴比染色、塗捺染、製糸排水の排出ゼロ、
熱エネルギーの回収などの技術や機器が広
く普及され利用されており、シルク産業の
省エネルギー及び排出量削減のレベルが
徐々に向上している。
第三に、ブランド文化の構想が途切れな

く強化されていることである。中国のシル
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クの非物質的な文化の継承は確実に重要視
されている。蜀

しょくきん

錦、宋
そうきん

錦、雲
うんきん

錦、つづれ織
りのシルクの壁掛け（silk tapestry with cut 
designs）、広東錦、刺繍など民族の伝統的
なシルクの技術や手法の発掘及び保護が十
分に行われている。宋錦の「新たなチュニ
ックスーツ（中国式伝統服）」が北京で開
催されたＡＰＥＣサミットの国際舞台で披
露された。民間資本や産業企業がシルク博
物館や文化創造性公園への資金投資や建設
に強い関心を示しており、「産業＋文化＋
観光」という産業がすでに形成されてきて
いる。市場原理に基づく「最高級シルクロ
ゴ」の制作が加速しており、ブランド企業
の市場への影響が徐々に大きくなってい
る。多くの優良なシルク企業は国際的な優
れた能力を積極的に披露し、国内外の競争
に積極的に加わり、シルク産業のイノベー
ションと発展をリードする主力となってい
る。
第四に、国際的なコミュニケーションと

協力が途切れなく深められてきていること
である。第 12 次 5カ年計画の期間に中国
国際シルク EXPO、中国シルクフェアーな
どの大規模で専門化された展覧会や中国国
際シルクフォーラム、中国国際シルク会議
を継続して開催し、産業と科学技術の結び
つきを促進し、ブランドの周知、貿易及び
協力を促進するため、多くのコミュニケー
ションや交流の場を設けてきた。業界団体
は外国の関連する科学技術機関や NGO と
相互交流を頻繁に行っており、国内企業と
国際的な研究、開発及びデザイン機関との

間の協力はより密接になってきている。こ
れら全ては、世界のシルク産業の調和の取
れた互いに満足のいく発展を促進するため
の重要な基盤となっている。

２．中国シルク産業の発展に向けた現在の
状況
現在、中国のシルク産業の発展は、加速、

手法の変更、構造調整及び権限委譲のため
の新常態（the normal status）に入ってい
る。種々の困難や課題が途切れなく集まっ
ている。幅広い国際及び国内状況を踏まえ
て、シルク産業の経済活動に影響を及ぼす
主たる要因は以下の通りである。

１）極めて多くの国際的な不確定要因がある
2015（平成 27）年において、世界の経

済環境は依然としてかなり混沌としてお
り、種々の潜在リスクが絡み合っている。
第一に、世界経済の回復の歩みが期待した
よりも依然として鈍く、貿易の成長が極め
てゆっくりである。第二に、エネルギーと
大量商品が連続して減少しており、それが
さらに世界デフレ・リスクの引き金になる
かもしれない。第三に、先進国及び新興国
の経済実体の経済が連続して下降期にあ
り、結果として、世界の消費需要が依然と
して弱く、シルク紡績衣服の需要の伸びを
直接制限するだろう。

２）国内経済は安定を保ち、より良くなる
傾向である
国家統計局の最新の報告によると、
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2015（平成 27）年前半の GDP は 29.69
兆元（約 564 兆円）で、可比価格を基礎
とした年度ごとの成長率は 7.0% であった。
GDP の成長率は第 2四半期連続して約 7%
を維持しており、経済は安定を保ち、より
良くなる傾向にあるという状況は明白であ
る。マクロ経済政策に関して、中央政府は
安定性の持続と進歩の追求という優れた基
本方針を提唱している。品質と利益の改善
を中心として受け止めて、構造調整とモー
ド変換はより重要な位置に置かれ、改革開
放を深め、市場活力をかき立て、人々の生
活の安全を強化する努力がなされている。
これらの政策は中国の産業経済のマクロ環
境をさらに改善するために良いことであろ
う。新たな産業化、情報化及び都市化を連
続的に押し進めることによって、中国の雇
用の状況や市場の消費が安定化し、中国の
シルクの消費の拡大にも良いであろうと予
想される。

３）内需市場は安定的に成長している
中国商務部の統計によると、今年前半の

国内消費市場は概して安定している。最初
の 6ヶ月において、消費財の全小売りは
14.2 兆元（約 280 兆円）と見積もられて
おり、前年比成長率は 10.4% であった。商
務部による主要な小売企業 5,000 社の調査
によると、売上高の年度ごとの成長率は 1
月から 6月までは 4.6% で、1 月から 5月
と比較すると 0.1% 加速している。企業の
オンラインセールスは 39.1% 増加し、前年
同期に比べて 9.2% 加速している。国内の

消費市場は途切れなく安定的に成長し、新
たな消費ビジネスパターンがより成熟して
きており、このことはシルク製品の国内販
売を促進させるのにプラスの影響を及ぼす
だろう。

４）シルク産業の構造的矛盾は明らかである
第一に、桑と蚕の生産基盤が弱く、桑と

蚕の生産がかなり分散しており、また技術
の普及システムが完全ではなく、高品質繭
の生産が落ち込んでいる。これらは高品質
な生糸及びその後の製品の生産を直接制限
することになるだろう。第二に、企業の収
益性が強くなく、研究や技術開発への投資
が十分ではない。特に、農業や工業分野の
重要な技術や機器、機能性シルク製品など
の面への投資が十分でなく、このことが業
界全体のイノベーション能力の向上を直接
妨げている。第三に、企業はシルクのホー
ムテキスタイルや衣服などの高付加価値を
有する最終製品の開発に立ち後

おく

れており、
その製品は強い競争力を持っていない。加
えて、販売経路の制御が明らかに弱く、そ
の製品は市場における対話力（discourse 
power）を欠いている。シルク産業が抱え
るこれら全ての構造的矛盾は、企業に変革
と進歩を加速することを強いるであろう。

５）シルク産業は緩やかな発展という新常態
（the new normal status）に入っている　
国内の経済発展が新常態に入ったことを

背景に、労働人口が減少し、生産要素費用
が途切れなく上昇し、資源の環境圧が著し



シルクレポート  2016.1 37

く上昇しており、こうしたことが伝統的な
産業の発展にかなり強い衝撃をもたらして
いる。過去 10 年間以上にわたって高速度
の発展を経験した後、中国のシルク産業は
調整期に入っており、種々の経済運用指標
から 2桁で高速度の経済成長を維持するこ
とは困難であり、生産及び輸出の成長率は
低下し休止期間に逆戻りするだろう。規模
と数量の成長から経済利益の成長にすっか
り変えることがシルク産業の内部の必要条
件となっている。緩やかでより深い産業構
造改革に伴って、産業の専門化がさらに進
み、市場はさらに細分化され、優れた企業
は生き残り、業績不振の企業は駆逐され、
環境に適合した企業が生き残るという市場
法則が顕在化するであろう。

３．シルク産業の発展に向けた重要なポイ
ント
今後、中国シルク産業は好機と難題に

同時に直面するが、依然として大きな発展
の余地を有している。中国は 13 億人とい
う巨大な市場を有し、国家はイノベーショ
ン推進戦略の実施を加速し、人民の起業家
精神の形成とイノベーションに最善を尽く
し、公共製品と公共サービスというダブル
エンジンを強化する努力を行っている。ま
た、高い徴税率と低い相殺（そうさい）率、
輸出割戻しなどの長期にわたって企業の発
展を制限してきた政策がまさに見直され
た。これらの全ては、産業発展の環境を向
上させるための新たな活力を提供するであ
ろう。中国シルク産業は、新しい時代にお

ける国の経済発展政策の整理要求に従い、
科学技術的なイノベーションによって牽

けんいん

引
され、台石としての産業構造改革を押し進
め、基本的目標としての産業開発能力と総
合競争力を総合的に高め、世界のシルク産
業の持続的で安定かつ調和の取れた発展を
先導、促進することに大きく貢献する努力
をすべきである。したがって、以下の面に
おいて素晴らしい仕事をなすべきである。
　

１）シルク産業の地域配置を途切れなく最
適化すべきである
シルク産業の地域配置をさらに調整し最

適化することによって、地域間の協力と専
門化をさらに推し進め、東部と中西部が調
和の取れた発展をするという新たなパター
ンを徐々に形成すべきである。東部の企業
が横断的な協力と縦断的な統合によっても
っと強く、もっと良くなるよう奨励すべき
である。強くて総合的な競争力を持った幾
つかの大規模な企業グループを発展させ、
東部の産業集積の統合最適化と品質向上を
実現すべきである。蚕と桑の生産が集中し
ている中西部においては、「企業＋基地＋
農家」という発展方式を連続的に後押しし、
利益結合の仕組みを向上させ、高品質繭の
生産基地を作り、また、機織り、プリント、
染色、被服縫製など周辺の産業集団の開発
も行うべきである。様々な土地の実態や
地域状況に基づいて、「文化＋産業＋観光」
という新たな発展方式を作るための調査を
行い、産業チェーンを拡充し、多種多様な
発展のレベルを高めるべきである。
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２）シルクの製品構成の調整を加速すべき
である
衣料によって代表されるような一連の最

終製品の開発に多大な努力を払うべきであ
る。女性シルクファッション、男性の Tシ
ャツ、中年及び老人向けの家庭着などから
突破口を開き、シルクの衣料産業の高効
率な発展を後押しすべきである。「シルク
･インサイド（SILK INSIDE）」という先進
的なデザインコンセプトを積極的に取り入
れ、シルクと綿、シルクと羊毛、シルクと
亜麻などの混紡や交織の製品の開発に全力
で取り組み、現代的なテキスタイルの新た
な開発動向によりよい方法で適合させるべ
きである。生糸と絹織物製品（silk & satin 
product）の品質を途切れなく高めること
によって、最高級の天然シルク製品及びシ
ルクを使ったテキスタイル製品（合成製品、
差別化製品、機能性製品など）の開発を加
速し、シルク製品の種類を豊かなものにす
べきである。伝統的なシルクの潜在需要を
より深く掘り起こし、お洒落や生活のコン
セプトを宋錦、雲錦、つづれ織りのシルク
の壁掛け、広東錦などの伝統的なシルク製
品の独創性やデザインと統合させ、徐々に
高まっている国民の文化的味わいへの追求
を満足させ、中国のシルク文化を引き継ぎ、
さらに発展させるべきである。家

かさ ん

蚕や柞
さくさん

蚕
の繭やシルクの幅広い利用に関する研究開
発を強化し、食料、飲料、薬、ヘルスケア
ーなど利用範囲を拡げるべきである。

３）シルク産業の科学技術レベルを大幅に

向上させるべきである　
中国の技術研究センター、主要な研究所

及び企業の技術センターなどを最大限に活
用して、家蚕及び柞蚕の繭やシルクの共通
かつ重要な技術に関する研究を積極的に行
うべきである。デジタルでインテリジェン
トな繰糸の機器や技術の共同での取り組み
を加速し、シルク産業の過酷な労働、高い
人件費、低い生産性などの根本問題を解決
するために、いわゆる「労働者の代わりを
務める機械」を探求すべきである。シルク
製品の染色堅牢、防縮と防シワ、機械洗い、
デジタルプリント、シルクニットなどの高
度処理に関する研究、開発、応用を強化し、
シルク衣料やホームテキスタイルなどのシ
ルク最終製品のサービス性能を向上させる
べきである。高効率と省エネルギー、循環
と再利用、クリーンな生産が実現できる技
術や機器の利用、普及を加速し、シルク産
業の総合的な省エネルギーと排出量削減の
レベルを高めるべきである。企業経営革新
システムの作成を強化すべきである。戦略
配置、部品・資材の調達経路の管理、リス
ク対策、人材育成などの全体的な管理シス
テムを確立することによって、全シルク産
業の全体的な管理の効率とレベルを向上さ
せるべきである。工業規格システムの構築
を強化し、基本となる方法の基準及び一般
的な基準の研究開発に重点を置き、シルク
産業の発展を促進するための基準の技術的
なサポート能力を高めるべきである。

４）シルク産業の自主ブランド構築を強化
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すべきである
行政機関、産業組織、ブランド企業及

び関連団体の共同作業の役割を最大限に活
用して、シルク産業の自主ブランド構築を
協力して後押しすべきである。シルク産業
の「最高級シルクロゴ」と周知のブランド
の普及を加速し、出資企業及びパイロット
企業を積極的に育成し、ブランド企業の発
展のための素晴らしい雰囲気と環境を作り
出すべきである。民族の伝統的なシルクの
技能や技術を十分に発掘、保護し、関連す
る無形文化遺産を受け継ぎ、革新して、さ
らに中国のシルク文化に引き継ぐべきであ
る。企業ブランドの国際的な普遍化を強化
し、国内外の専門的な博覧会やフェアーの
場で中国シルクの自主ブランドの統一され
たイメージを十分に展示すべきである。

５）国内及び海外の市場経路を積極的に拡
げるべきである
従来からの貿易市場をさらに固め、新興

国の市場を積極的に開拓し、国際的な市場
におけるシェアーを高めるべきである。力
のある企業の「海外市場における事業展開」
を先導し、競争に強い国際的産業チェーン
を形成すべきである。国内需要を拡充する、
流通を活気づけるなどの国の政策を信頼し
て、また、インターネットやモノのインタ
ーネット、ビッグデータなどの情報技術を
活用して、営利マーケティング方法の革新
を加速すべきである。シルクの電子商取引
の発展を重要視し、専門の販売網と近代的
な物品管理システムを向上させ、市場の対

応能力を高め、国内市場におけるシルク製
品の販売を促進すべきである。

６）外国との協力とコミュニケーションを
広げる努力をすべきである
「シルクロード経済圏と 21世紀海上シル
クロード（一帯一路）」という新しい歴史
的機会を確実に捉

とら

え、様々な国の政府機関
や産業組織とのコミュニケーションや協力
のためのプラットホームを整備し、国際情
勢をより理解する努力を率先して行い、生
産と販売の異なる団体間の対話を促進さ
せ、シルク産業の国際的な発展分野を拡充
すべきである。国際基準を準備し、国際貿
易秩序を維持し、貿易摩擦などに対処する
産業組合などの団体に対して自律心のある
調整役を演じて、世界のシルク分野におけ
る中国の対話力（discourse power）を高
め、国際的なシルク産業の新しい調和の取
れた、互いに満足のいく発展領域を構築す
べきである。

フォーラムが開催された杭州市の
世界遺産、西湖の南岸に建つ雷峰塔
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海外情報

　
はじめに
「中国国際シルクフォーラム 2015」が平
成 27 年 10 月 22 日に浙

せっこう

江省杭
こうしゅう

州市の浙
江ナラダグランドホテルで開催された。今
回は、2006（平成 18）年に中国で開催さ
れるようになって以来 6回目で小林芳雄大
日本蚕糸会会頭、新保博蚕業技術研究所所
長とともに参加した。
10月 22 日（木）のシルクフォーラムの

概要については、蚕業技術研究所新保所長
の報告を参照願います。本稿では、フォー
ラム当日の休憩時間及び翌日の 23日（金）
に、浙江省出入境検験検疫局、嘉

かこうしちょう

興絲綢博
物館、鼎

ていせい

盛織物工場及び中
ちゅうごくしちょうとうあんかん

国絲綢档案館の
4ヶ所を見学したので、その概要について
報告する。
なお、当初見学が予定されていた華

か か

佳製
糸工場は、1年ほど前に広

こうせいチワンぞく

西荘族自
じ ち く

治区に
移動したとのことで、今回は見学できなか
った。浙江省では、「東桑西移」（上海近郊
の経済発展地域の蚕糸業を広西荘族自治区
や雲
うんなんしょう

南省等西側あるいは山間部に移転する
計画）がかなり進展しているようだ。

１　浙江省出入境検験検疫局
中国絲綢標準化技術委員会秘書長で浙江

絲綢科学研究院院長周
しゅうえい

頴さんの案内で、浙
江省出入境検験検疫局の生糸検査部門を訪
問した（写真 1）。

このビルは 20 階建てで、輸入・輸出に
関わる検査をしており、生糸に関する検査
部門のある 19 階に案内された。電子検査
の近況と電子検査に関わる日本との技術交
流等について話し合った後、20 階にある
検査室を見学した。
2重扉の広い恒温恒湿室で、7～ 8名の

職員が再繰検査や繊度測定の作業をしてい
た。最近は、生糸検査のような仕事に就く
若い人が少なくなっており、検査技術の伝
承問題が深刻化しているとのことでその点
は日本と共通の悩みのようだ。
中国では、昨年（2014（平成 26）年）「絹

－生糸の節と糸むらの電子検査方法」と
して関係各国の協力の下にＩＳＯに登録し

一般財団法人大日本蚕糸会蚕糸科学研究所

所長　清水重人

中国国際シルクフォーラムでの見学

写真 1：浙江省出入境検験検疫局の入口で記念撮影
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た。その電子検査の装置器械を見学した。
この器械は、日本製の光電センサーと静電
容量センサーを用いて節と糸むらを測定す
るものである。
生糸検査法については、日本で 1932（昭

和 7）年に最初に制定された生糸格付け検
査法がほぼそのままの形で世界の標準の検
査方法として普及してきた。ただし、この
検査法では人手、時間及び経費がかかるた
め、近年その対応を図る目的から電子検査
に関する研究が行われるようになった。そ
の電子検査の方法について、日本では独立
行政法人農林水産消費安全技術センターに
おいて、生糸の非破壊検査法として研究し
てきた実績があり、今回の中国主導のＩＳ
Ｏ化における電子機器の選定や測定方法等
において技術協力してきた。
日本では今後、従来の生糸検査と今回の

電子検査の試験結果の比較に加え、電子検
査のデータを蓄積し、どのように格付けを
行うかが今後の検討であると思われる。サ
ンプルの抽出方法及びその量等の検討が必
要と思われる。　

２．嘉興絲綢博物館
ナラダホテルから車で 2時間ほどの浙

江省嘉興市にある嘉興絲綢博物館を見学し
た。民間の博物館で、最近出来たばかりと
のことだ。浙江省では蚕糸絹関係の多くの
会社が事業を撤退したか、広西荘族自治区
に移ったとのことで、それまでの史跡を残
す目的で博物館を建設したようだ。ちょう
ど上
じょうぞく

蔟が終わったばかりの蚕室を見学し

た。特徴あるまぶしを使っていた。桑畑の
桑をみると、葉を摘み取るための長い枝も
あり、条桑育オンリーではなく葉でも与え
ているようだ。
縫製工場も見学したが、現在ではほとん

どベトナムに生産現場が移った中で、地産
地消、完結型を目指す関係から他所ではや
らずここでやる必要があるとのことだ（写
真２、３）。

写真２：嘉興絲綢博物館の入口で記念撮影

写真３：嘉興絲綢博物館の蚕室の見学の様子
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３　鼎盛織物工場
蘇
そしゅう

州市の呉
ごこ う

江区に移動し、鼎盛織物工場
を見学した。ここも 100 以上のシルク関
連の企業があったが、今は化学繊維の会社
に変わってしまったようだ。この織物工場
も敷地 800 万㎡の広大な工業団地のなか
にある大きな会社だ。見学コースが整備さ
れており、ガイド専門の女性に案内してい
ただいた（写真４、５）。

この会社では、明・清の古くから錦
にしき

織
おり

の
歴史があり、その「宗

そうきん

錦」の技術が、2009（平
成 21）年に世界無形文化遺産に登録され
たとのことである。その宗錦による生地が、
昨年（2014（平成 26）年）ＡＰＥＣの各
国首脳が着服した洋服の生地に採用された

とのことで、ここでの一番の「宣伝材料」
となっており、関連の展示が目立った。宋
錦は四川省の蜀

しょくきん

錦、南京の雲
うんきん

錦と並ぶ中国
の 3大錦の一つとのことである。
織り密度が高く、しっかり打ち込んでい

るため、生地がしっかりしている。そのた
め、手でこすっても、スレ、ケバが立たな
いことから洋服地やバッグに応用すること
ができるとのことである。縫製もしっかり
しており、デザインも斬新だ。昨年のＡＰ
ＥＣの記念品にも使われた。

４　中国絲綢档案館
蘇州市で建設中の「中国絲綢档案館」を

訪問した。肖
しょうほう

芃館長及びこの場所で合流し

た白
はくりん

倫教授（元蘇州大学副学長）の説明を
受けた（写真６）。

档案館とは、博物館とは異なり、「記憶
の倉庫・宝庫」とでも言うべき、史料館の
ことで、英訳では「Archive」とのことだ。
企業等が閉鎖するときにシルクの古都とし
て残っている重要な文化財、史料などを全
部引き取り、档案館で収納展示し研究等に
役立てるというコンセプト（概念）とのこ

写真４：鼎盛織物工場の見学の様子

写真６：中国絲綢档案館の見学の様子写真５：鼎盛織物工場
（ＡＰＥＣ2014で各国の首脳が着用した宋錦によるジャケット等）
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とだ。シルクに関する民間の博物館はたく
さんあるが、档案館は国立の唯一のものの
ため、当館の運営に関しては大きな責任感
を感じているとのことだ。
現在建設中の档案館は、1万㎡の広大な

敷地に、36 億円の政府や市からの助成で
建てられるとのこと。国と市の二つの档案
館を建てるとのことで、国の档案館の建物
は出来上がっていた。蘇州市の档案館は、
道路の反対側にある建物を壊した後建てる
計画で、完成は 2年後を予定しているとの
ことである。
以上 4カ所を訪問した感想として、「東

桑西移」がかなり進展した結果、杭州等経
済開発地域では、蚕糸関連業界の撤退、移
転が進み、伝統技術の保存・後継者不足問
題など各種の課題に直面している。一方で、
政府が進める「一路一帯（新シルクロード
構想）」の経済圏活性化事業に併せて中国
シルク文化および産業の、世界を見据えた
グローバルな発展への意気込みに刺激を受
けた。
今回の訪問を通して日中の通訳をしてい

ただいた蘇州大学教授の費
ひまんしゅん

万春先生及び白
倫先生にこの紙面をお借りして感謝申し上
げます。
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蚕の絵本
最近、アマゾンで気軽に外国の本が手に

入るようになった。” silkworm” で検索する
と「蚕」に関する本の一覧が出てきて便利
である。子供向けの蚕の絵本を数冊手に入
れてみたところ、蚕の幼虫は縞のある蚕（虎
蚕）であったり、繭は黄色だったりする（図
１）。現在、日本の養蚕農家で飼育されて
いる蚕は胸部に目の模様、腹部に半

はんげつもん

月紋と
星
せいじょうもん

状紋のある形
かたこ

蚕（標準型の斑紋を持つ蚕）
か、斑紋の無い姫

ひめ こ

蚕なので、「一般的な蚕」
として 虎蚕 の画像が出されると少々違和
感がある。しかし、東南アジアではこの縞

しましま

々
の蚕が普通に飼育されている。また、繭の
色も黄色が多いので一般的な蚕として 虎

蚕 や 黄繭 でもおかしくはない。おかしく
は無いと頭では分かっていても違和感が拭

ぬぐ

えない。

外
とやまかめたろう

山亀太郎先生の実験
化学繊維が普及されるまでは世界中で

蚕糸業が行われており、それぞれの地域で
特色のある蚕品種が長い年月をかけて育成
されてきた。大きく分類すると日本の「日
本種」、中国の「中国種」、インド・東南ア
ジアの「熱帯種」、ヨーロッパの「欧州種」
があり、その中でさらに様々な蚕品種があ
った。日本では明治時代に蚕糸業が盛んに
なると、それまで飼育していた日本種の蚕
品種より良い品種を求めて世界中から蚕品
種が集められた。日本種よりも中国種、欧
州種の方が大きな繭を作るので、明治時代
には異国の蚕品種が違和感無く養蚕農家で
飼育されたようである。それらの蚕品種は
国立研究開発法人農業生物資源研究所で現
在も維持されているが、その地域では絶え
てしまったものも多い。
どの地域の蚕品種ももともとは中国種が

各地域に渡ったものであり、どれも「蚕」
である。大きさ、模様、色などが違ってい

繭の大きさと繭糸の長さ　ー外山亀太郎先生ー

東京農工大学農学部蚕学研究室

准教授　横山　岳

図１　蚕の絵本などの洋書
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ても鱗
りんしもく

翅目の同じ種（Bombyx mori）であ
る。同じ種ということは異なった地域蚕品
種間で交配でき、子孫も残せる。中国の蚕
と日本の蚕も交雑できるし、ヨーロッパの
蚕とインドの蚕も交雑できる。
明治後期に外山亀太郎先生（図２）は欧

州の 黄繭 の品種と日本の 白繭 の品種を交
雑したところ、子供はすべて 黄繭 になり
（図３）、さらにその子供同士を交雑したと
ころ孫には 黄繭 と 白繭 が 89個と 29個、
約 3：1の割合で出現したことを 1900（明
治 33）年に見出している（図４、５）。そ
の後、9世代まで、膨大な数の繭色を調査
されている。

図３　黄繭（左上）と白繭（右上）を交雑した子世代の繭（下）
注：子世代はすべて黄繭となる。

図４　黄繭と白繭を交雑した孫世代の繭
注：孫世代の繭は黄繭：白繭＝ 3：1

図５　黄繭と白繭の子と孫の繭色
注：数値は外山先生の実験結果

図２　外山亀太郎先生肖像画
（東京大学農学部昆虫遺伝研究室所蔵）
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優性遺伝と劣性遺伝
 黄繭 と 白繭 の子世代がすべて 黄繭 に

なったことは 黄繭 の遺伝子は 白繭 の遺伝
子に対して優性である。高校時代に習った
やり方で記述すると、 黄繭 品種の繭色の遺
伝子が優性でＡＡ、 白繭 品種の繭色の遺伝
子が劣性でａａ、子世代は両親の遺伝子を
一つずつ受け継いでＡａとなる。子世代の
オスはＡの遺伝子を持つ精子と aの遺伝子
を持つ精子を１：１の割合で作る。子世代
のメスも同じようにＡの遺伝子を持つ卵子
とａの遺伝子を持つ卵子を１：１の割合で
作る。そうすると孫世代の遺伝子型はＡＡ：
Ａａ : ａａ＝１：２：１の割合となり、Ａ
ＡとＡａは 黄繭 、ａａは 白繭 となるので 
黄繭 と 白繭 が３：１の割合で生じること
になる。
また、縞模様の 虎蚕 と斑紋の無い姫蚕

を交雑すると子世代は皆、 虎蚕 になり、そ
の孫世代は繭色と同じように 虎蚕 と姫蚕
が３：１の割合で出現することを見出した
（図６）。

２形質の遺伝様式
さらに斑紋と繭色（血色）を組み合わせ

て調査したところ、 虎蚕・黄繭：虎蚕・白
繭：姫蚕・黄繭：姫蚕・白繭がそれぞれ
3038 頭：1078 頭：1003 頭：347 頭 出
現した。虎蚕 4116（=3038+1078）頭と
姫蚕 1350（1003+347） 頭 が 3：1、黄
繭 4041（=3038+1003）頭と白繭 1425
（=1078+347）頭が 3：1 であり、両方を
組み合わせると 9：3：3：1の割合で出現
した。斑紋と繭色の遺伝子はお互いに関わ
りなく孫に伝わったわけである（図７）。

動物におけるメンデルの法則の発見
これは大変な発見であり、外山先生は

動物で初めてメンデルの法則が成り立つこ
とを見出した。遺伝子が親から子へ、子か
ら孫に受け継がれていくことを動物で初め
て明らかにしたのである。高校時代に生物
で習うメンデルの法則はオーストリアのグ
レゴール・ヨハン・メンデルがエンドウ豆
を用いて発見した法則である。メンデル
は 1865 年に論文を出したが、当時は注目
されることは無かった。メンデルの死後、
1900（明治 33）年に植物で再発見され、
再発見に関わった３人の研究者はその業績
でノーベル賞を受賞している。
丁度、外山先生が蚕の繭色の実験を

開始したのも再発見と同じ 1900（明治
33）年で、1906（明治 39）年東京帝國
大學農科大學學術報告に” Studies on the 
hybridology of insects   I. On some silk-
worm crosses, with special reference to 

図６　虎蚕と姫蚕を交雑した孫世代の幼虫
注：孫世代の幼虫は虎蚕：姫蚕=3：1
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Mendel's law of heredity” という 124 頁も
の論文で報告している。英語の論文なので
日本語の題をつけるとしたら、「昆虫の雑
種の研究Ⅰ . 数種のカイコの交雑を用いた
メンデルの遺伝の法則に関して」だろうか。
大発見の論文を提出するまでに 1902（明

治 35）年から 1905（明治 38）年にかけ
てシャム（現在のタイ）に養蚕の指導に招
聘されている。筆者は何故大発見の実験の
最中に異国へ行かれたのか疑問だった。
しかし、考えてみれば当時はまだ蚕の卵

を自由に孵化させる方法が確立されておら
ず、日本で日本の蚕や欧州の蚕を使って研
究していると、蚕は卵で休眠してしまい 1
年間で 1、2世代しか実験ができなかった
筈で、遺伝の実験をするにはやり難かった
と思われる。その点シャムの蚕は、冬が無

いので卵で休眠することなく（多化性）1
年中飼育が可能であり、1年間で 5、6 世
代は継代でき、遺伝の実験をやるには最
適だったのであろう。外山先生はシャムへ
招
しょうへい

聘された時に「シメタ！」と思ったので
はないだろうか。論文ではシャムの蚕を使
って実験が進められている。斑紋や繭色の
遺伝は綺

きれ い

麗にメンデルの法則に当てはまっ
たが、卵が休眠する蚕、休眠しない蚕につ
いてはメンデルの法則に当てはまらず一寸
困ったようだ（卵の休眠については遺伝的
要因だけでなく環境要因が関わることは
1933（昭和 8）年に明らかになった）。
また、日本の蚕とシャムの蚕の交雑種の

繭の大きさについても調査し、親よりも雑
種の子の繭が大きいことを報告している。
遺伝の実験を進める上で色々な交雑種を作

図７　虎蚕・白繭と姫蚕・黄繭の子と孫の斑紋と繭色
注：数値は外山先生の実験結果



成して、どれも子世代が飼い易く大きくな
ることを実感されたはずである。これが養
蚕業の一代交雑種の利用の提唱に繋がって
いったのであろう。

再現実験と福島県立蚕業学校
筆者は外山先生にあやかるべく大学の実

験実習でこれと同じ実験をしてみた。繭色
の実験では孫世代で 黄血（黄繭）と 白血（白
繭）が 573 頭：216 頭で 3：1、繭色と斑
紋の実験では孫世代で 虎蚕・黄繭 ： 虎蚕・ 
白繭 ：姫蚕・黄繭 ：姫蚕・白繭 が 790 頭：
289 頭：232 頭：93 頭 で 9：3：3：1 と
外山先生と同じ結果を得た。外山先生と同
じ実験を行うことができ、学生以上に喜ん
でしまった。
外山先生はこれらの遺伝の実験を本格的

にする前、福島県立蚕業学校の初代校長を
されていた。なんでも実験に夢中になって
いており、大変実験設備が整った学校だっ
たらしい。学校は現在、福島県立福島明成
高等学校となっており、校内に外山先生の
銅像が建っているというのでお会いしに出
かけてみた。学校は南福島駅から徒歩 10
分弱。校門のすぐ近く、綺麗に手入れされ
た芝生の中に銅像が建っていた。並んで写
真を撮っていると女子高生から「本人です
か？」と声をかけられた（図８）。最近の
若い娘は無邪気におじさんに声をかけるも
のだ。さて、筆者と外山先生の銅像、似て
いるとい言えば似ているかも。外見が似て
いるのも嬉しいが、外山先生の業績に少し
でも近づけるようにならないと、反省。外

山先生は 51 歳で亡くなられているので、
筆者はいつの間にか外山先生より歳上にな
っていた。
植物でメンデルの法則を再発見したこ

とでノーベル賞を受賞できるのだから、外
山先生が動物で初めて遺伝学の基礎となる
メンデルの法則が成り立つことを発見した
ことはノーベル賞の受賞に値する業績であ
る。外山先生が早逝されていなければ、日
本人初のノーベル賞者となっていたかもし
れない。ちなみにこの頃、ノーベル賞の
受賞候補者となっていたという野口英雄も
51 歳で亡くなっている。残念ながらノー
ベル賞は死者には授与されない。

■横山 岳（ヨコヤマ タケシ）のプロフィール
東京農工大学農学部
生物生産学科蚕学研究室
〒 183-8509：東京都府中市幸町 3-5-8
TEL：042-367-5681
E-mail：ty.kaiko@cc.tuat.ac.jp
HP：http://www.tuat.ac.jp/~kaiko
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図８　外山先生の銅像と筆者
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国産の繭を使用して「最高級のシルク製

品」を作るためには、材料となる繭も「最
高級の繭」であって欲しいと願っています。
最高級の繭を作る上で養蚕農家の皆さんを
悩ます最大の問題は、おそらく内部汚染繭
の発生ではないでしょうか（写真１）。
出荷直前の繭から臭うあの独特な腐敗臭

は、何度嗅いでもイヤなものです。農家の

皆さんが自力で繭の品質を改善できるよう
に、内部汚染繭を減らすコツをお話します。
お話の前半では、内部汚染繭を引き起こす
“敵（病原体）” の正体とその特徴を紹介し、
後半では敵の動向を踏まえた防除の在り方
を考えます。

敵は強固な防御を備えた昆虫ウイルス
農家の皆さんが「ウイルス」と聞く

と、ヒトや動物に感染する「動物ウイル
ス」や、植物や農作物に感染する「植物ウ
イルス」をイメージされますが、虫の仲間
であるカイコには「昆虫ウイルス」が感染
します。カイコに感染する昆虫ウイルスに
はいろいろな種類がありますが、特に厄介
なウイルスは、「多

たかくたい

角体」とよばれている
タンパク質の結晶中にウイルスが埋没して
いる包

ほうまいたい

埋体形成ウイルスです。内部汚染繭
を引き起こすウイルスがこのタイプのウイ
ルスで、カイコの細胞核で多角体が形成さ
れる特徴から「核多角体病ウイルス」と
よばれています（写真２）。農家の皆さん
がよく「膿

うみ

蚕
こ

」とよんでいるのは、この核
多角体病ウイルスに感染したカイコのこと
（膿
のうびょう

病）なのです。このウイルスはとても
丈夫な多角体に守られているため、適切な
消毒剤を選択しなければ退治（不活化）す

一般財団法人大日本蚕糸会蚕業技術研究所

研究員　野澤　瑞佳

内部汚染繭を減らすコツ
～彼を知り己を知れば百戦して殆うからず～

写真１：内部汚染繭の外観（上）と内部の様子（下）
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ることが困難です。

感染から発病までの特徴
多角体が付着した桑の葉をカイコが食べ

てしまうと、カイコは核多角体病ウイルス
に感染してしまいます。感染したカイコは
約 5～ 6日という極めて短期間で発病し、
多角体をたっぷり含んだ体液を漏らしなが
ら、桑の葉を這

は

いまわります。一部の膿蚕
は、徘

はいかい

徊中に蚕座から落ちるため、蚕室の
床にもウイルスを含んだ多角体が散らばり
ます。蚕座や蚕室を汚染しやすい核多角体
病ですが、内部汚染繭を引き起こす場合に

は、いつ頃カイコに感染しているのでしょ
うか。5齢の起蚕～ 3日目に感染した場合
には上

じょうぞく

蔟前に発病してしまうため、繭を作
りません。5齢の 4～ 5日目頃に感染した
場合には、繭を形成したあたりで幼虫のま
ま死んでしまいます。5齢の 6日目～上蔟
直前に感染した場合には、蛹で発病して繭
の中で溶けてしまいます。もし、ある程繭
が取れるのに内部汚染繭が多発している場
合には、5齢の 4日～上蔟直前に多数のカ
イコがウイルスに感染していると考えられ
ます。

核多角体病ウイルスに汚染されやすい場所
今から約 10 年前に茨城県南地域の養蚕

現場で核多角体病ウイルスに汚染されやす
い場所を特定する調査を行ったことがあり
ました。その調査で判明したことですが、
養蚕現場で最も核多角体病ウイルスに汚染
されやすい場所は上蔟室であることがわか
りました（写真３）。春蚕期の消毒前に、
上蔟室からウイルスが検出される養蚕農家
が多いため、農家の皆さんは、最後の蚕期、
例えば晩秋蚕期や晩々秋蚕期に繭の出荷を
終えたあと、来年の春蚕期まで上蔟室内を
消毒せずに放置している場合が多いのでは
ないでしょうか。上蔟室から核多角体病ウ
イルスが検出される養蚕現場では、蚕室や
貯桑場、母

おも や

屋の玄関前からもウイルスが検
出されるので、その年の最後の蚕期を終了
したら、なるべく早く上蔟室を中心とした
消毒と洗浄作業を行う必要があります。
それから忘れてはいけないのが収

しゅう

繭
けん

毛
け ば

羽

写真２：染色された多角体（上）と
　　　　核多角体病ウイルス粒子（下）
（資料：写真（下）は河原畑　勇博士、ウイルス 34（2））
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取
とり き

機（写真４）。核多角体病ウイルスに汚
染されていることが判明しているので、取
扱いに注意が必要です。カイコの飼育中に
は触らない方がよいでしょう。

内部汚染繭が多発しやすい時期
常習違作を繰り返す養蚕現場では、春蚕

期から内部汚染繭が多発することがありま
すが、一般的な傾向としては、晩秋～晩々
秋蚕期が最も核多角体病ウイルスで内部汚
染繭が多発しやすい時期とされています。
内部汚染繭が多発する原因は複合的なもの
と考えられますが、現場の状況から考えら
れる代表的な要因は、蚕期を重ねたことに
よる飼育関連施設のウイルス汚染と昼夜の
寒暖差があげられます。カイコは低温に晒

さら

されるとウイルスに感染しやすくなります
ので、夜間の低温には注意が必要です。こ
の時期は、夜間の蚕室を 20℃くらいに加
温する方がよいのですが、そこまで手間が
かけられない場合には、せめて核多角体病
ウイルスに効果のある消毒剤で飼育関連施
設を念入りにしっかり消毒・洗浄してほし
いと思います。

核多角体病ウイルスに効果のある消毒剤
内部汚染繭を引き起こす核多角体病ウイ

ルスは、多角体と呼ばれているタンパク質
の結晶体に包まれています。このため、カ
イコにウイルスが感染しないように阻止す
るためには、多角体を固めてウイルスを閉
じ込めるか、多角体を溶かして中のウイル
スを殺してしまう（不活化する）必要があ
ります。前者で使われる消毒剤としてはホ
ルマリンが有名ですが、単体で使用する場
合には 3％に薄めたホルムアルデヒド水溶
液（ホルマリン原液の約 12 倍希釈液）を
散布しなければなりません。ホルマリンは

写真３：核多角体病ウイルスに汚染されやすい上蔟
　　　　室内

写真４：収繭毛羽取機も核多角体病ウイルスに汚染
　　　　され易い
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長い間、養蚕分野で使用されてきた代表的
な消毒剤ですが、安全性に問題があると指
摘されているため、最近では使用する養蚕
農家が減っています。
ホルマリンに替わる消毒手段としては、

多角体を溶解してウイルス粒子まで分解
してしまう消石灰の上澄み液がお勧

すす

めで
す。アルカリ度 70％の消石灰粉末を水で
200 倍に希釈して飼育関連施設の消毒と
洗浄作業に使用します（消石灰の上澄み液
を 100 L 調製する場合には、消石灰粉末を
500 g 使用します）。この消石灰上澄み液
に除

じょさあみ

沙網などを浸
しんせき

漬して消毒している農家
の方もいますので、工夫次第でいろいろと
応用できそうです（写真５）。
この消石灰上澄み液は、多角体を形成す

るウイルスに絶大な効果がありますが、細
菌や糸状菌類（コウジカビ病菌や硬化病菌）
には全く効果がありません。核多角体病ウ
イルス以外の病原体も同時に消毒する必要
がある場合には、著者らが開発した「養蚕
用除菌洗浄剤」もお勧めです。消石灰粉末
に比べると割高ですが、消石灰の上澄み液

で十分な消毒効果が得られない場合には散
布を試してみる価値があります。

“習慣病” を見直して良い繭を作る
私たちが不健康な生活習慣から高血圧や

糖尿病を患
わずら

うように、蚕病防除の基本から
外れた飼育を続けていると、ある時から内
部汚染繭が多発して良い繭が作れなくなり
ます。私はこの状態を、養蚕生活 “習慣病”
と呼んでいます。内部汚染繭を引き起こす
敵の正体がウイルスですから、カイコの飼
育における悪い習慣を見直すことが必要で
す。習慣化してしまった養蚕飼育体系を見
直すことは大変なことですが、内部汚染繭
が減らなくて困っている農家さんは、作業
手順に問題がないか検討してほしいと思い
ます。

ウイルス病を減らすためには「消毒」「洗浄」
「隔離」が必要
養蚕農家には、「内部汚染繭が多発する

まで何もしない」という方がいます。ウイ
ルス病の防除の基本は「予防」ですから、
内部汚染繭の被害が目立つ前に、しっかり
とウイルスを抑え込むことが必要です。予
防的措置として、「消毒」「洗浄」「隔離」
を行うこと。これが基本になります。

防疫管理の実際
これまでの経験から、春蚕期にウイルス

性の内部汚染繭が発生する農家では、晩秋
～晩々秋蚕期にかけて内部汚染繭が多発し
て、飼育環境中にウイルスが拡散し、翌年

写真５：消石灰上澄み液の準備の様子
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の春蚕期に再びカイコへ感染してしまいま
す。この感染サイクルを遮断するためには、
春蚕期の「消毒」作業がとても大切です。
一部の養蚕農家では、蚕室や上蔟室を倉

庫の代わりに使用して消毒しにくいことが
ありますが、蚕病防除の観点からすると、
カイコの飼育に関わる場所には、余計なも
のを置かないほうが良いと思います。
消毒作業のやり方は、地域の習慣で若干

違いはありますが、消毒効果のある薬液（例
えば、消石灰の上澄み液など）を準備して、
１㎡当たり１Lの薬液を飼育関連施設全体
に散布して、消毒効果の得られる時間（15
～ 30 分程度）おいてから動力噴霧機等で
再度、施設全体を水で「洗浄」して自然乾
燥させます（飼育台は事前に用意して、そ
こに張るネットも浸漬消毒しておきます）。
蚕室の飼育準備を済ませたら上蔟室内で

回
かいてんまぶし

転蔟を準備します（すぐに上蔟作業がで
きるように準備を済ませておきます）。こ
の回転蔟と収繭毛羽取機が内部汚染繭を引
き起こすウイルスで汚染されているので、
上蔟室内で作業を済ませたら上蔟室を「隔
離」しておきます（カイコの飼育中には上
蔟室での作業を控えてください）。
カイコが配

はいさん

蚕されたら通常通り飼育して
上蔟させます。上蔟終了後、すみやかに飼
育台の蚕

さん さ

沙を処分してネットを薬液で浸漬
消毒できるようにしておきます。繭の出荷
を終えたら、最初の工程に戻って飼育関連

施設全域を消毒・洗浄し、上蔟室を密閉し
て隔離して欲しいのですが、養蚕現場の現
状としては、繭の出荷の数日前に次の蚕期
の配蚕があり、収繭作業をしながらカイコ
の飼育を同時並行で行う場合が多いようで
す。すでに習慣化してしまった養蚕飼育体
系を変えることは並大抵なことではないで
すが、ホルマリン消毒が行えない現状で内
部汚染繭を減らすためには、蚕期終了後に
消毒・洗浄作業を行う時間的余裕を作るこ
とも必要です。

おわりに
桑の収穫とカイコの飼育に大変な労力を

費やしたのに、ウイルス性の内部汚染繭が
多発してしまっては元も子もありません。
内部汚染繭が多くて困っている農家さん
は、今回のお話を参考にして防

ぼうえき

疫管理の在
り方を振り返り、平成 28 年度はこれまで
以上に良い繭ができることを期待していま
す。

■問合せ先
一般財団法人大日本蚕糸会蚕業技術研究所
〒 300-0324 茨城県稲敷郡阿見町飯倉 1053
TEL: 029-889-1771、FAX: 029-889-2356
E-mail: nozawa@silk.or.jp
http://www.silk.or.jp/silk_gijyutu/index.
html
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イベント情報

イベント名 企画・展示内容 開催日（期間） 場所・主催者等

純国産絹製品の紹

介

（織匠万勝）

群馬県伊勢崎市にあるＪＡ佐

波伊勢崎養蚕連絡協議会のメ

ンバーが作った繭（春嶺×鐘月

の春繭）から繰糸した生糸を用

いた西陣織が持つ高度の技術

との融合によりすばらしい製

品を目指しています。

春繭から作った帯地、着尺は染

め上がりが美しく、高級感のあ

るすばらしい製品となってい

ます。

＜会期＞

平成 年 月 日

火 ～ 月 日

木

＜開催時間＞

： ～ ：

＜主催＞

ジャパンシルクセンター

＜会場＞

ジャパンシルクセンター

〒

東京都千代田区有楽町

蚕糸会館１階

：

：

純国産試作品展示

会

蚕糸・絹業提携グループの技術

を活かした新分野の製品を開

発し、各グループの今後の販路

拡大に結び付けるため、試作品

を創作した。また、各グループ

がコラボレーションすること

で、お互いの強みを発揮した作

品や復刻デザインによる作品

等󲐀 提案（提携グループ）によ

る出展。

＜会期＞

平成 年 月 日

月 ～ 月 日

金

＜開催時間＞

： ～ ：

（最終日は、 ：

まで）

＜主催＞

蚕糸・絹業提携グループ全国

連絡協議会

＜会場＞

ジャパンシルクセンター

〒

東京都千代田区有楽町

蚕糸会館１階

：

：

純国産宝絹展 古くから養蚕業が盛んである

宮城県において、 を行う方針

を固め、宣伝効果が大いに期待

できる藤崎において純国産「宝

絹」展を開催します。宮城県内

の養蚕農家とも協働し、日本の

絹づくりの過去・現在に対する

理解を深め、絹にまつわる産業

及び日本の絹文化の未来を見

据える機会を消費者に広く提

供していきます。

＜会期＞

平成 年 月

日（木）～ 月

日（火）

＜会場＞

藤崎百貨店本館

階催事場（ ）

宮城県仙台市

＜主催＞

蚕糸・絹業提携グループ全国

連絡協議会

：



イベント名 企画・展示内容 開催日（期間） 場所・主催者等

京都工芸染匠第

回全国きものデザ

インコンクール発

表会

当コンクールは、デザイン・絵

画等の形式は問わず、デザイン

技術のコンク－ルではなく、そ

の中に表現されているきもの

に対する感性に、重点をおいた

公募内容として実施し、広く学

生・一般消費者より、ご応募を

頂き、このコンクールの結果発

表とこの入賞デザインをモチ

ーフに創作したきもの等の発

表会を催します。

＜会期＞

平成 年 月

日（水）～ 日（金）

＜開催時間＞

： ～ ：

最終日は、 ：

まで

＜主催＞

きものデザインコンク－ル開

催委員会（全国染織連合会）

＜会場＞

ジャパンシルクセンター

〒

東京都千代田区有楽町

蚕糸会館１階

：

：

第 回企画展「ち

りめん創作人形展

～親から子へ･･･冬

の楽しみ～」

ちりめん等の絹を使って昔の

日常などをモチーフにした人

形を制作して活躍している竹

本京（高崎市在住）の作品を中

心とした展覧会です。今回は

「冬の楽しみ」と「親子」をテ

ーマに、寒い冬だからこそ温か

な場所に集まる家族団らんの

様子や、冬ならではの遊び、母

から娘に伝わるお細工物など

を展示します。冬の寒さを和ら

げるような温もり溢
あふ

れる作品

の数々をお楽しみください。

平成 年 月

日（土）～平成

年 月 日（日）

＜主催＞

群馬県立日本絹の里

＜お問合せ＞

日本絹の里

〒

群馬県高崎市金古町

：

休館日：毎週火曜日（

～ 休館（ は臨時開館））

第 回特別展「ま

ゆクラフトと絹の

作品展」

より多くの方に絹の多様な素

晴らしさを知っていただくた

め、繭や絹等の素材を活かし

た、人形や花などを作るまゆク

ラフトの作品と染や織など伝

統技法等による蚕糸絹業関係

の工芸作品を一般、工芸作家か

ら、広く募集し一堂に集め展示

します。

平成 年 月

日（土）～ 月

日（月）
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イベント名 企画・展示内容 開催日（期間） 場所・主催者等

「群馬の絹展」 群馬の絹を使用した和装品や

洋装品、工芸品などの各種絹製

品の展示と販売を行います。

平成 年 月

日（木）～ 日（火）

驚きの昭和絹製品

展

戦前から戦後にかけて、輸入が

困難になった綿・羊毛や、国内

で不足していた皮革類の代用

品として、絹が注目され、素材

開発が行われました。今回は、

昭和初期から戦後にかけて開

発された生活用・産業用の絹製

品と服飾品などを展示します。

＜期間＞

平成 年 月

日（木）～平成

年 月 日（月）

＜場所＞

岡谷蚕糸博物館

〒

長野県岡谷市郷田

休館日：毎週水曜日・祝日の

翌日（ ～ 休館）

展

アンティークストッキング収

集研究家鴇田章（ときた・あき

ら）氏が 年間かけて収集し

た の中か

らテーマ別展示とその歴史解

説の講演を毎回行い、平成

年 月より約 年をかけてリ

レー展示。

第 回：

「国産フルファッション・シル

クストッキングの誕生～日本

最初の メーカー全作品と海外

作品競演～」

＜開催日＞

第 回：

平成 年 月

日（火）～平成

年 月 日（日）

作品解説： 月

日（土）午後 時

より

＜主催＞

シルク博物館

〒

横浜市中区山下町 番地

シルクセンター 階

：

＜お問合せ＞

同上

＜開館期間＞

午前 時 分～午後 時まで

（入館は 時 分まで）

＜休館日＞

月曜日（祝日の場合は翌日）

「

」

平成 年、創業 年を迎え

た千總。 回を迎える本会で

は、これまで皆様にご好評をい

ただいた作品を中心に、コレク

ションの概要をご紹介します。

近年新たに収蔵品に加わった

作品も合わせてお楽しみくだ

さい。

平成 年 月

日（土）～平成

年 月 日（火）

＜場所＞

千總ギャラリー

〒

京都市中京区御倉町

千總本社ビル 階

開館時間： ： ～ ：

休館日：水曜日（ ～

休館）

： ・
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提携支援センターから

提携支援センター活動日誌　       № 46（H27.11.1 ～ H27.12.31）

年月日 活　動　内　容　等

27.11.5 ～
27.11.6

山形県養蚕農家全体研修会及び千總グループ全体会議への出席（福島県）

27.11. ６～
27.11. ８ 「全国伝統的工芸品フェスタ in とやま」への参加（富山県）

27.11.13 ～
27.11.14

「第 54回農林水産祭　実りのフェスティバル」へ出展
（東京都豊島区　サンシャインシティ　ワールドインポートマートビル）

27.11.16 宝絹展に係る打合せ（宮城県）

27.11.17 純国産絹マーク審査委員会（平成 27年度第４次）
（東京都有楽町　蚕糸会館）

27.11.20 ～
27.11.21

「純国産宝絹展」の開催
（東京都世田谷区　iTSCOM STUDIO & HALL 二子玉川ライズ）

平成 27年度実りのフェスティバル：農林水産省「和の空間」展示（左）と
（国研）農業生物資源研究所「遺伝子組換えカイコの未来」展示（右）
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提携支援センターから

平成 27 年度第 4 次分の純国産絹マーク使用許諾状況

純国産絹マークの平成２７年度第４次審査会を平成 27年 11 月 17 日（火）に開催しまし
た。今回は、10 者から申請があり、新規申請者が２者３品目、使用許諾されている者の８
者が製品の追加２品目、履歴の追加１品目、数量の追加９品目の申請がありました。これら
の申請を審査委員会で審査した結果、10者 15品目に対し、11月 24日（火）付けで純国産
絹マークを使用許諾する旨通知しました。

純国産絹マーク使用許諾企業名
（表示責任者名）

表示対象
製品名

表示対象
数量

生産履歴の内容
（繭生産地・企業等）

（ 新 規 ）
（ 株 ） 国 際 商 事

　 代 表 者 名 ： 江 成 章 夫
　（ 担 当 者 ： 江 成 章 夫 ）
　 〒 1 7 4 - 0 0 5 6
　 東 京 都 板 橋 区 志 村 1 - 3 4 - 7
　 T E L ： 0 3 - 5 9 7 0 - 6 9 7 6
表 示 者 登 録 番 号 　 2 1 2

ショール 1,600 枚

蚕品種　ぐんま 200
繭生産　富岡シルクブランド協議会
養蚕農家
製　糸　碓氷製糸農協
撚　糸　（株）深田商店
染　織　丸中（株）

（ 新 規 ）
窪 田 織 物 （ 株 ）
　 代 表 者 名 ： 窪 田 茂
　（ 担 当 者 ： 大 迫 孝 一 ）
　 〒 8 9 1 - 0 1 1 5
　 鹿 児 島 県 鹿 児 島 市 東 開 町 1 3 - 5
　 T E L ： 0 9 9 - 2 5 4 - 5 8 4 7
表 示 者 登 録 番 号 　 2 1 3

先染反物
（大島紬 15 マルキ）

先染反物
（大島紬 12 マルキ）

１６反

７３反

制作企画　（株）ソーホー
蚕品種　　上州絹星
繭生産　　JA 前橋市管内養蚕農家
製　糸　　碓氷製糸農協
製　織　　自社

（ 数 量 の 追 加 ）
（ 株 ） 髙 島 屋

代 表 者 名 ： 木 本 茂
（ 担 当 者 ： 武 田 陽 子 ）

〒 5 4 2 - 8 5 1 0
大 阪 市 中 央 区 難 波 5 - 1 - 5
T E L ： 0 6 - 6 6 3 1 - 1 1 0 1

表 示 者 登 録 番 号 　 0 3 0

後染反物（振袖） ３５枚

繭生産　　　JA 那須南管内養蚕農家
製　糸　　　松岡（株）
製　織　　　美雲織物（株）
染色加工　　（株）千總

（ 製 品 ・ 数 量 の 追 加 ）
田 中 種 （ 株 ）
　 代 表 者 名 ： 田 中 隆
　（ 担 当 者 ： 田 中 隆 ）
　 〒 5 4 1 - 0 0 5 4
　 大 阪 市 中 央 区 南 本 町 2 - 1 - 1 4
　 タ イ ヨ ウ マ ー ク ビ ル 3 階
　 T E L ： 0 6 - 6 2 6 1 - 2 0 9 1
表 示 者 登 録 番 号 　 0 6 0

（製品の追加）
真綿布団 ８枚

８枚

（数量の追加）
ニット（肌襦袢） １００枚

繭生産　JA にったみどり管内養蚕農家
製　糸　碓氷製糸農協
撚　糸　昭和撚糸工業（株）
精　練　にしき染色（株）
製編・縫製　（株）森下メリヤス工場

提携支援センターから
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純国産絹マーク使用許諾企業名
（表示責任者名）

表示対象
製品名

表示対象
数量

生産履歴の内容
（繭生産地・企業等）

（ 数 量 ・ 履 歴 の 追 加 ）
（ 株 ） 伊 と 幸

　 代 表 者 名 ： 北 川 幸
　（ 担 当 者 ： 北 川 幸 ）
　 〒 6 0 4 - 8 1 7 6
　 京 都 市 中 京 区 龍 池 町 4 4 8 - 2
　 T E L ： 0 7 5 - 2 1 1 - 2 3 6 1
表 示 者 登 録 番 号 　 0 3 5

（数量の追加）
白生地（紋意匠・
色無地用）

６０反

蚕品種　松岡姫・上州絹星
繭生産　JA みちのく安達・JA 前橋市
　　　　管内養蚕農家
製　糸　松岡（株）・碓氷製糸農協
製　織　白数織物（有）

（数量の追加）
白生地（紋意匠・
色無地用）

５０反

蚕品種　松岡姫
繭生産　JA みちのく安達管内養蚕農家
製　糸　松岡（株）
製　織　白数織物（有）

（履歴の追加）
白生地

（紋意匠・訪問
着付下用）

５０反

企画販売　（株）アトリエ津室
蚕品種　松岡姫
繭生産　JA みちのく安達管内養蚕農家
製　糸　松岡（株）
製　織　白数織物（有）

（ 数 量 の 追 加 ）
ニ ッ ト 青 木 （ 株 ）
　 代 表 者 名 ： 青 木 泰 子
　（ 担 当 者 ： 青 柳 順 子 ）
　 〒 1 4 2 - 0 0 5 2
　 東 京 都 品 川 区 東 中 延 2 - 8 - 7
　 ジ ェ ネ シ ス ダ イ ワ 1 階
　 T E L ： 0 3 - 3 7 8 3 - 7 9 1 8
表 示 者 登 録 番 号 　 1 8 9

ニット（パンツ）

ニット（インナー）

２０本

６０枚

蚕品種　　　ぐんま 200
繭生産　　　JA 前橋市管内養蚕農家
製　糸　　　碓氷製糸農協
撚　糸　　　（有）ワカタベ
染　色　　　今井染色（有）
製　編　　　自社
縫製・仕上　自社

（ 数 量 の 追 加 ）
渡 豊 工 房
　 代 表 者 名 ： 渡 辺 豊 一
　（ 担 当 者 ： 渡 辺 豊 一 ）
　 〒 9 9 0 - 0 3 0 1
　 山 形 県 東 村 山 郡 山 辺 町 山 辺 8 9 2 - 1
　 T E L ： 0 2 3 - 6 6 4 - 5 4 0 5
表 示 者 登 録 番 号 　 1 9 0

裏地（紬八掛） １５０枚

蚕品種　　春嶺×鐘月
繭生産　　JA みやぎ仙南管内養蚕農家
製　糸　　碓氷製糸農協
撚　糸　　梅津撚糸工場
精練染色　佐米染色（有）
製　織　　自工房

（ 数 量 の 追 加 ）
奄 美 島 絹 推 進 協 議 会
　 代 表 者 名 ： 南 祐 和
　（ 担 当 者 ： 南 晋 吾 ）
　 〒 8 9 4 - 0 1 0 5
　 鹿 児 島 県 大 島 郡 龍 郷 町 大 勝 3 2 1 3 - 1
　 T E L ： 0 9 9 7 - 6 2 - 3 8 8 8
表 示 者 登 録 番 号 　 1 7 8

先染反物
（大島紬）

１３反

蚕品種　春嶺×鐘月
繭生産　奄美大島・南祐和
製　糸　碓氷製糸農協
染　織　（株）夢おりの郷

（ 数 量 の 追 加 ）
（ 株 ） パ ー ル ト ー ン

　 代 表 者 名 ： 由 本 敏 次
　（ 担 当 者 ： 青 木 敏 和 ）
　 〒 6 1 5 - 0 0 4 4
　 京 都 市 右 京 区 西 院 西 中 水 町 2 2
　 T E L ： 0 7 5 - 3 1 2 - 1 1 2 1
表 示 者 登 録 番 号 　 1 8 3

裏地（胴裏絹） １３５枚

制作企画　日本蚕糸絹業開発協同組合
繭生産　　群馬県内養蚕農家
製　糸　　碓氷製糸農協
製　織　　（有）長島織物
精　練　　（有）江島屋染工場
加　工　　自社

（ 数 量 の 追 加 ）
日 本 蚕 糸 絹 業 開 発 協 同 組 合
　 代 表 者 名 ： 内 海 茂 寿
　（ 担 当 者 ： 土 井 芳 文 ）
　 〒 3 7 0 - 0 0 0 6
　 群 馬 県 高 崎 市 問 屋 町 3 - 5 - 3
　 T E L ： 0 2 7 - 3 6 1 - 2 3 7 7
表 示 者 登 録 番 号 　 0 2 1

白生地（紋意匠
ちりめん）

３６反

制作企画　絹小沢（株）
蚕品種　　ぐんま 200
繭生産　　JA 前橋市管内養蚕農家
製　糸　　碓氷製糸農協
製　織　　江原産業（株）
精練加工　丹後織物工業組合
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純国産絹マーク使用許諾者及び絹製品名一覧　平成27年 11 月 17 日（H27- 第 4次）現在

表示者登

録番号
企 業 名 所 在 地 主 な 絹 製 品 名

（株）千總 京都市中京区
後染反物（振袖、訪問着、付下、色無地、色留袖、黒留

袖、喪服）、胴裏

（株）織匠田歌 京都市上京区 先染反物、後染帯地

（株）丸上 東京都中央区 後染反物（色無地、小紋、付下、黒紋付）、後染帯地

（株）坂本屋 茨城県土浦市 後染反物（色無地）、胴裏（灰汁浸け加工）

（有）平原 福島県白河市 後染反物（色無地、黒紋付）

（株）信盛堂 東京都清瀬市 後染反物（色無地、黒紋付）

（株）きものアイ 新潟県十日町市 後染反物（色無地）

（株）上庵 岩手県北上市 後染反物（色無地、黒紋付）

（有）樹（いづき） 秋田県横手市 後染反物（色無地、黒紋付）

（株）銀座もとじ 東京都中央区

後染反物 作家作品 、後染帯地、先染反物（大島紬、結

城紬、御召、作家作品）、先染帯地（織九寸帯、織角帯、

作家作品）、白生地、和装小物（帯締、羽織紐）、八掛、

胴裏

河瀬満織物（株） 京都市上京区 先染帯地

（有）織匠小平 京都市北区 先染帯地

（株）結華 静岡県清水町 後染反物（色無地、黒紋付）

（株）絹回廊 東京都中央区 後染反物（色無地）

（有）琴路屋 岩手県釜石市 後染反物（色無地、黒紋付）

（有）大善屋呉服店 福島県会津若松市 後染反物（色無地、黒紋付）、後染帯地、白生地（表地）

丸善本店 福島県いわき市 後染反物（色無地、黒紋付）、白生地（表地）

呉服のささき 山形県天童市 後染反物（色無地、黒紋付）

日本蚕糸絹業開発協同組合

（絹小沢（株））
群馬県高崎市

裏地（胴裏（ぐんま羽二重、ぐんまレピア、ぐんま２０

０、灰汁浸加工、トルマリン加工）、八掛、比翼地）、長

襦袢地、後染反物（作家作品、紋付地）、白生地（世紀

二一，上州絹星・ぐんま２００，新小石丸）、後染帯地

（（冬物・夏物）：うるし糸が５％を超えるもの）、寝衣

（うぶ着、おくるみ）、和装小物（袱紗）

宮階織物（株） 京都市上京区 先染反物、後染反物

２１世紀の絹を考える会 京都府城陽市
後染反物（色無地、訪問着）、先染帯地（袋帯（草木染、

唐織））

碓氷製糸農業協同組合 群馬県安中市 白生地、マフラー

丸幸織物（有） 京都府京丹後市 白生地

織匠万勝 京都市中京区

先染帯地（袋帯、名古屋帯）、先染反物（御召類）、後染

反物（色無地）、先染帯地（袋帯：金銀糸が５％を超え

るもの）

（有）織道楽塩野屋 京都府亀岡市
洋装品（マフラー、シャツ、ニット（ウォーマー、腹巻、

手袋、靴下））

提携支援センターから
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（株）丸万中尾 滋賀県長浜市
後染反物（江戸小紋、小紋、付下、友禅、色無地）、後

染帯地、白生地（表地）

（株）むらかね 青森県八戸市 後染反物（色無地、黒紋付）

（株）髙島屋 大阪市中央区
後染反物（振袖、七五三着物、色無地、訪問着、黒留袖）、

白生地（長襦袢地、胴裏）、ニット（靴下）、風呂敷

（株）さが美 横浜市港南区 後染反物（黒紋付（冬用・夏用）、色無地）

（有）まるけい 静岡県富士市 後染反物（色無地、黒紋付）

（有）特選呉服専門店後藤 青森県むつ市 後染反物（色無地、黒紋付）

（株）小いけ 山形県鶴岡市 後染反物（色無地、黒紋付、小紋）

（株）伊と幸 京都市中京区
後染反物（色無地）、白生地（表地、胴裏、帯地）、婦人

用ブラックフォーマル地、長襦袢

（株）四季のきものおおにし 東京都杉並区 後染反物（色無地、黒紋付）、後染帯地、白生地（表地）

（株）和幸 埼玉県久喜市 後染反物（色無地、黒紋付）

（株）桝屋高尾 京都市北区 先染帯地（袋帯）

（株）つるや 埼玉県川越市 後染反物（色無地、黒紋付）、白生地（表地）

（株）越後屋 千葉県市川市 後染反物（色無地、黒紋付）

（株）小倉商店 茨城県結城市
先染反物（結城紬）、先染帯地（結城紬）、白生地（結城

紬）

染織家柳崇 東京都世田谷区 先染反物、先染帯地

染織家児玉京子 沖縄県竹富町 先染反物

草木染工房山村 山村多榮子 東京都八王子市 先染反物、先染帯地、先染服地、ストール

手織りよおん 長嶺亨子 沖縄県沖縄市 先染反物、先染帯地、ストール

祝嶺染織研究所 沖縄県沖縄市 先染反物、先染帯地

（株）龍工房 東京都中央区 帯締

からん工房 深石美穂 沖縄県石垣市 先染反物（紋絽、絣）、先染帯地

たわた工房 沖縄県那覇市 先染反物、先染帯地

山音（株） 京都市中京区 後染反物（色無地（変三越、駒絽））

やまと（株） 京都市下京区 後染反物

桜井（株） 京都市北区 先染帯地

有栖川織物（有） 京都市上京区 先染帯地

太田和（株） 京都市中京区 先染反物（結城紬）、先染帯地（結城紬）

（株）岩田 京都市中京区 先染帯地

（有）神原呉服店 千葉県銚子市 後染反物（色無地、黒紋付）

浅山織物（株） 京都市北区 先染帯地

（株）やまと 東京都渋谷区 先染帯地、先染帯地（金銀糸が５％を超えるもの）

田中種（株） 大阪市中央区

後染反物（小紋（変一越、紋意匠）、黒紋付、加賀友禅、色

無地、すかし織着尺）、後染帯地（九寸名古屋帯）、ニット

（靴下、ネック＆ボディ、ショルダー、アーム、タンクト

ップ、腹巻、手袋、ピロケース、肌襦袢）、真綿布団

（株）京扇 東京都中央区 後染反物（色無地）、胴裏（パールトーン加工）

（株）なごみや 横浜市都筑区 後染反物（色無地、黒紋付）
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丸池藤井（株） 京都市中京区 後染反物（色無地）、八掛

久保商事（株） 京都市中京区 和装小物（帯揚、半衿）

加賀グンゼ（株） 石川県小松市 胴裏

千切屋（株） 京都市中京区 後染反物（訪問着、付下）、後染帯地

荒川（株） 京都市下京区 和装小物（帯締、帯揚）

第一衣料（株） 東京都中央区 後染反物（色無地）

（株）紅輪 川崎市宮前区 後染反物（色無地）

装いの道（株） 東京都千代田区
白生地（帯地、表地）、胴裏（トルマリン加工、灰汁浸

加工、ぐんま 、新小石丸）

（株）髙橋屋 岩手県一関市 胴裏（灰汁浸加工）

おお又（株） 大阪市旭区 胴裏（灰汁浸加工）、ニット（靴下）

（株）天野屋呉服店 栃木県小山市 胴裏（ぐんま （灰汁浸加工））、白生地（表地）

（株）きもの潮見 愛媛県西条市 胴裏（パールトーン加工）

（株）とみひろ 山形県山形市 胴裏（酵素精練）

（株）細安 福井県福井市 胴裏（酵素精練）

京和きもの（株） 神奈川県厚木市 胴裏（酵素精練）

（株）まるため 長野県長野市 胴裏（トルマリン加工、パーリー加工）

（株）小川屋 群馬県前橋市 胴裏（トルマリン加工、灰汁浸加工）

（株）エムラ 山口県防府市 胴裏（酵素精練）

（株）荒井呉服店 東京都八王子市 胴裏（酵素精練）

（株）牛島屋 富山県富山市 胴裏（酵素精練）、後染反物（小紋）

（株）谷呉服店 福岡県筑紫野市 胴裏（酵素精練）

（株）登美屋 岩手県北上市 胴裏（パールトーン加工）

（株）川平屋 愛知県豊田市
胴裏（パールトーン加工）、後染反物（小紋（変一越、

紋意匠））

丸専第一衣料（株）

（丸専きもの）
新潟県長岡市 胴裏（パールトーン加工）

（株）大丸松坂屋百貨店 東京都江東区 裏地（胴裏、比翼地（振袖用））、長襦袢地

西陣織工業組合 京都市上京区 マフラー、セーター、カーディガン、ショール

（株）あきやま 宮崎県綾町 先染反物、洋装品（ショール、マフラー）

藤井絞（株） 京都市中京区 後染反物（色無地）

（有） 結城屋 兵庫県洲本市 白生地（表地）

（株） ウメショウ 岐阜県瑞穂市 白生地（表地）

（有）カシワギ 山梨県富士吉田市

寝具寝装品（冬用・夏用・合用薄絹ふとん、ブランケッ

ト）、洋装品（スーツ地、ネクタイ、服飾品（スカーフ、

ストール、シャツ））

（株）北尾織物匠 京都市上京区 先染帯地（袋帯、名古屋帯）

（株）平田組紐 東京都豊島区
帯締、帯締（金銀糸が を超えるもの）、羽織紐（男物、

女物）

（株）菱健 京都市中京区 後染反物（色無地）

西野（株） 京都市上京区 帯締、帯締（金銀糸が を超えるもの）
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京商（株） 鳥取県米子市 後染反物（色無地、黒紋付）

（株）猪井 新潟県長岡市 後染反物（色無地）、後染帯地

（株）たちばな 新潟県新発田市 後染反物（色無地）、後染帯地

（株）丸富美 新潟県十日町市 後染反物（色無地）

（株）絹もの屋まつなが 新潟県三条市 後染反物（色無地）

（株）山正山﨑 愛知県豊橋市 後染反物（色無地、小紋（変一越、紋意匠））

（有）こくぶん呉服店 福島県福島市 後染反物（色無地）

（株）染織近藤 岡山市北区 後染反物（色無地、小紋（変一越、紋意匠））

（株）宮川呉服店 北海道湧別町 後染反物（色無地、付下）

（株）和らいふ 札幌市中央区 後染反物（色無地）

（有）きものいなもと 大阪市天王寺区 後染反物（色無地）

（株）世きね 東京都中央区 後染反物

（株）西陣まいづる 京都市上京区

先染帯地（袋帯（金銀糸が を超えるもの）、九寸帯（金

銀糸が を超えるもの）、絽九寸帯（金銀糸が を超え

るもの））

奥順（株） 茨城県結城市 先染反物（結城紬）、先染帯地（結城紬）

りょうぜん天蚕の会 福島県伊達市 ショール（天蚕紬糸、天蚕ハイブリッド）

（有）金屋 新潟県上越市 後染反物（色無地）

（株）鶴屋百貨店 熊本市中央区 胴裏（酵素精練）、先染反物（結城紬）

黄八丈めゆ工房 東京都八丈島 先染反物（黄八丈）

京屋呉服店 長野県塩尻市 後染反物（色無地）

（資）車屋呉服店 横浜市南区 後染反物（色無地、江戸小紋）、白生地（表地）

宮崎（株） 茨城県結城市 先染反物（結城紬）

（有）内海呉服店

きもの千歳屋
東京都世田谷区 白生地（表地（色無地、訪問着））

長島繊維（株） 栃木県足利市 後染反物（色無地、小紋、付下、訪問着）、後染帯地

（株）しょう美 広島市西区 後染反物（色無地）

（資）治田呉服店 群馬県富岡市 後染反物（色無地）

（株）丸十 大阪府東大阪市 後染反物（小紋）、ニット（靴下）

（株）竹田嘉兵衛商店 名古屋市緑区 胴裏（酵素精練）

（有）樋口屋京染店 埼玉県鴻巣市 白生地（表地用（紋意匠））

大門屋 福井県大野市
白生地（牛首紬）、後染帯地（牛首紬）、ショール（牛首

紬）

（株）加藤萬 東京都中央区 和装小物（帯揚、半衿）

（株）しゃらく 愛媛県新居浜市 後染反物（小紋）

（資）山中商店 名古屋市中区 後染反物（小紋）

きもの処あだち 大阪府藤井寺市 後染反物（小紋）

西川産業（株） 東京都中央区 寝具寝装品（掛布団）

繭工房華美 宮城県塩竃市 寝衣（長肌着、短肌着）

（株）和想 鳥取県鳥取市 後染反物（小紋）

（株）髙島屋呉服店 島根県益田市 後染反物（小紋）
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富岡シルクブランド協議会 群馬県富岡市 ネクタイ、褌、マフラー（手織り）

（株）丸年呉服店 石川県金沢市 後染反物（小紋）

（株）染織館 徳島県徳島市 後染反物（小紋）

（株）京ろまん 奈良県奈良市 後染反物（小紋）、ニット（靴下）

五嶋（株） 東京都文京区 帯締

（株）わふくや 浜松市中区 長襦袢地

（株）布屋呉服店 静岡県富士宮市
胴裏（トルマリン加工）、後染反物（小紋（変一越、紋

意匠））

（有）明石屋 東京都調布市 後染反物（色無地）、後染帯地

宮井（株） 京都市中京区 風呂敷

（株）ナカノ 大分県大分市 後染反物（小紋（変一越、紋意匠）、加賀友禅）

（株）芦田呉服店 京都府綾部市 後染反物（色無地、小紋（変一越、紋意匠））

（株）甲斐絹座 山梨県富士吉田市
ネクタイ、服飾品（スカーフ、ストール、トランクス）、

パジャマ、袱紗

（有）さいとう呉服店 千葉県市川市 後染反物（色無地、付下）

（株）西松屋 兵庫県姫路市 後染反物（小紋（変一越、紋意匠））

（株）西尾呉服店 大阪市福島区 後染反物（小紋（変一越、紋意匠））

勝山織物（株） 京都市北区 先染帯地（金銀糸が を超えるもの）

（有）石川 群馬県みどり市
後染反物（型友禅、羽二重色無地）、先染反物（ジャガ

ード織）

那覇伝統織物事業協同組合 沖縄県那覇市 先染反物、先染帯地、かりゆしウェア、ショール

（株）ふじや 福岡県朝倉市 後染反物（小紋（変一越、紋意匠））

きものおかだ 兵庫県香美町 後染反物（小紋）

（株）ＪＳ 山梨県富士吉田市

寝具寝装品（ふとん、ふとんカバー）、洋装品（スーツ

地、コート地、スカート地、シャツ）、服飾品（スカー

フ、ストール）

（株）マルシバ 東京都中央区 裏地（胴裏）、和装小物（袱紗）

（株）みつわ 大阪府大東市 後染反物（小紋）

福絖織物（株） 福岡市西区 先染帯地（本袋男帯、八寸名古屋帯）

（株）大谷屋 新潟市中央区 白生地 表地

（株）東京藤屋

（きものレディ着付け学院）
東京都品川区 白生地 表地

（株）染織こうげい 東京都中央区 白生地 表地

近江真綿振興会 滋賀県米原市 寝具寝装品（布団、膝かけ）、ショール

（株）にしむら 兵庫県西脇市 後染反物（小紋（変一越、紋意匠））

（有）きものおおにし 大阪府東大阪市 後染反物（小紋（変一越、紋意匠））

（株）コノエ

（そめの近江）
東京都豊島区 後染反物（小紋（変一越、紋意匠））、ニット（靴下）

（株）つたや 大阪府枚方市 後染反物（小紋（変一越、紋意匠））

（株）京呉服小糸伸輔の店 熊本市東区 後染反物（小紋（変一越、紋意匠））

（株）マエノ 茨城県石岡市 後染反物（小紋（変一越、紋意匠））

（株）本きもの松葉 大阪府富田林市 後染反物（小紋（変一越、紋意匠））
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（有）山田呉服店 長野県諏訪市 白生地（変り縮緬）、先染反物（大島紬）

（株）呉服のながいけ 長崎県南島原市 後染反物（小紋（変一越、紋意匠））

（株）京呉服平田 福井県福井市 後染反物（小紋（変一越、紋意匠））

（株）布四季庵ヨネオリ 山形県米沢市 先染反物（置賜紬）、ストール

奄美島絹推進協議会 鹿児島県龍郷町 先染反物（大島紬）、先染帯地（大島紬）

（株）宮坂製糸所 長野県岡谷市 先染帯地（八寸名古屋帯）

（有）シンセイ 長野県松本市 ニット（腹巻、靴下）

（株）百花 横浜市中区 後染反物（小紋（変一越））

京呉服好一（株） 京都市北区 後染反物（小紋（変一越、紋意匠））

（株）パールトーン 京都市右京区 胴裏（パールトーン加工）

きもの専科まさ井 兵庫県三木市 後染反物（小紋（変一越））

マテリアル ローブ 麿 東京都練馬区 後染反物（小紋（変一越））

（株）せんば呉服 兵庫県尼崎市 後染反物（小紋（変一越）、訪問着）、先染反物（絣着尺）

（株）三越伊勢丹 東京都新宿区
白生地（表地）、帯締、羽織紐、帯締（金銀糸が を超

えるもの）

青山きもの（株） 東京都港区 白生地（表地）

ニット青木（株） 東京都品川区
ニット（スーツ・パンツ、スーツ・スカート、ジャケッ

ト、アンサンブル、インナー）

渡豊工房 山形県山辺町 先染反物（綾御召（男物、女物））、裏地（紬八掛）

（株）リンクピース 福岡市博多区 後染反物（小紋（変一越、紋意匠））

きもの宮下（（有）新宮） 宮崎県宮崎市 後染反物（小紋（変一越））

アトリエＩＴＯ 伊藤峯子 沖縄県那覇市 先染反物、先染帯地

遊生染織工房 築城則子 北九州市八幡東区 先染反物

染織家 杉浦晶子 愛知県高浜市 先染反物、先染帯地

（株）夢工芸染の新井 東京都足立区 白生地（変り縮緬）、先染反物（大島紬）

（株）嵯が野 埼玉県川越市 白生地（変り縮緬）、先染反物（大島紬）

（株）カインドウェア 東京都千代田区 ストール、ネクタイ

（株）新田 山形県米沢市 後染反物（ぼかし着尺）

（株）ソーホー 京都市下京区
白生地（紋意匠無地縮緬・紋意匠縮緬）、後染反物（本

加賀訪問着）、先染反物（大島紬）

（株）すずのき 東京都品川区 後染反物（訪問着・色無地）

メーカーズシャツ鎌倉（株） 神奈川県鎌倉市 ニット（肌着）

（株）丸本岩崎 北海道函館市 裏地（胴裏絹）

（株）緒方商店

（きもの心おがた）
愛媛県八幡浜市 後染反物（小紋（変一越、紋意匠））

富士新幸（株） 山梨県都留市 真綿布団

（有）浅井ローケツ 京都市中央区 後染反物（色無地・藍染）

（有）呉服のうめね 北九州市小倉北区 白生地（変一越）

（株）

（きもの工房一休）
神戸市中央区 白生地（変一越）

森秀織物（株） 群馬県桐生市 先染反物（御召）

（株）龍村美術織物 京都市中京区 先染帯地（本袋帯（金銀糸が を超えるもの））
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表示者登

録番号
企 業 名 所 在 地 主 な 絹 製 品 名

（株）長沼

（長沼静きもの学院）
東京都渋谷区 後染反物（小紋（変一越、紋意匠））

（株）国際商事 東京都板橋区 ショール

窪田織物（株） 鹿児島県鹿児島市 先染反物（大島紬）

旧社団法人日本絹業協会主催フォトコンテスト入賞作品
「きものでバンザイ」（酒井なみさん撮影）
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蚕糸絹関係博物館一覧
名　　　　　　　称 〒 住　　　　　所 電　話

一般財団法人北海道開拓の村 004-0006 北海道札幌市厚別区厚別町小野幌 50-1 011-898-2692

ひころの里「シルク館」 986-0782 宮城県本吉郡南三陸町入谷字桜沢 442 0226-46-4310 

原始布・古代織参考館 992-0039 山形県米沢市門東町 1 丁目 1‐16 0238-22-8141 

米沢織物歴史資料館 992-0039 山形県米沢市門東町 1 丁目 1‐87 0238-23-3525 

夕鶴の里資料館 992-0474 山形県南陽市漆山 2025‐2 0238-47-5800 

松ヶ岡開墾記念館 997-0152 山形県鶴岡市羽黒町松ヶ岡 29 0235-62-3985 

公益財団法人致道（ちどう）博物館 997-0036 山形県鶴岡市家中新町 10‐18 0235-22-1199

酒田市美術館 998-0055 山形県酒田市飯森山三丁目 17‐95 0234-31-0095

かわまたおりもの展示館 960-1406 福島県伊達郡川俣町大字鶴沢字東 13‐1 024-565-4889 

結城市伝統工芸館 307-0001 茨城県結城市大字結城 3018‐1 0296-32-7949 

足利織物伝承館 326-0814 栃木県足利市通 3-2589 0284-22-3004

足利まちなか遊学館 326-0814 栃木県足利市通 1-2673-1 0284-41-8201

足利織姫神社 326-0817 栃木県足利市西宮町 3889 0284-22-0313

那須野が原博物館 329-2752 栃木県那須塩原市三島 5‐1 0287-36-0949 

高崎市歴史民俗資料館 370-0027 群馬県高崎市上滝町 1058 027-352-1261

群馬県立歴史博物館 370-1293 群馬県高崎市綿貫　992‐1（群馬の森公園内） 027-346-5522　

おかいこステーション 370-3401 群馬県高崎市倉渕町権田 5344‐1235 027-340-6060 

群馬県立日本絹の里 370-3511 群馬県高崎市金古町 888 番地の 1 027-360-6300 

富岡製糸場 370-2316 群馬県富岡市富岡 1‐1 0274-64-0005

前橋市蚕糸記念館 371-0036 群馬県前橋市敷島町 262 番地（敷島公園バラ園内） 027-231-9875 

織物参考館 “紫（ゆかり）” 376-0034 群馬県桐生市東 4 丁目 2 番 24 号 0277-45-3111 

桐生織物記念館（桐生織物協同組合） 376-0044 群馬県桐生市永楽町 6‐6 0277-43-2510

コノドント館みどり市大間々博物館 376-0101 群馬県みどり市大間々町大間々 1030 0277-73-4123 

たくみの里木織の家「橡（つるばみ）」 379-1418 群馬県利根郡みなかみ町須川 784 0278-64-1308 

片倉シルク記念館 360-0815 埼玉県熊谷市本石 2 丁目 135 番地 048-522-4316 

ちちぶ銘仙館 368-0032 埼玉県秩父市熊木町 28-1 0494-21-2112

秩父ふるさと館 368-0044 埼玉県秩父市本町 3-1 0494-23-7300

きもの芸術館（一般財団法人国際文化きもの学会） 150-0002 東京都渋谷区渋谷 1-6-8 清水学園ビル 6F ～ 8F 03-3400-0286 

文化学園服飾博物館 151-8529 東京都渋谷区代々木 3‐22‐7 03-3299-2387 

調布市郷土博物館 182-0026 東京都調布市小島町 3‐26‐2 0424-81-7656 

東京農工大学科学博物館 184-8588 東京都小金井市中町 2‐24‐16 042-388-7163 

絹の道資料館 192-0375 東京都八王子市鑓水 989‐2 0426-76-4064 

八王子市郷土資料館 192-0902 東京都八王子市上野町 33 042-622-8939 

町田市立博物館 194-0032 東京都町田市本町田 3562 042-726-7531 

羽村市郷土博物館 205-0012 東京都羽村市羽 741 042-558-2561 

シルク博物館 231-0023 横浜市中区山下町１番地シルクセンター内 045-641-0841 

神奈川県立歴史博物館 231-0006 横浜市中区南仲通 5-60 045-201-0926

相模田名民家資料館 229-1124 相模原市田名 4853 番 2（大杉公園隣り） 042-761-7118 

手織りの館 947-0028 新潟県小千谷市城内 1‐8‐25 0258-83-4800 
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名　　　　　　　称 〒 住　　　　　所 電　話
十日町市博物館 948-0072 新潟県十日町市西本町 1 0257-57-5531 

塩沢つむぎ記念館（織の文化館） 949-6408 新潟県南魚沼市塩沢 1227‐1 0257-82-4888 

白山工房（織りの資料館） 920-2501 石川県白山市白峰村ヌ 17 076-259-2859 

はたや記念館ゆめおーれ勝山 911-0802 福井県勝山市昭和町 1‐7‐40 0779-87-1200

中央市豊富郷土資料館 400-1513 山梨県中央市大鳥居 1619‐1 055-269-3399

須坂市立博物館 382-0028 長野県須坂市臥竜 2 丁目 4 番 1 号臥竜公園内 026-245-0407 

常田館（絹の資料館） 386-0018 長野県上田市常田 1‐10‐3 笠原工業（株）内 0268-22-1230 

信州大学繊維学部資料館 386-8567 長野県上田市常田 3-15-1 信州大学繊維学部内 0268-21-5454

上田市立博物館 386-0026 長野県上田市二の丸 3 番 3 号（上田城跡公園内） 0268-22-1274 

上田市丸子郷土博物館 386-0413 長野県上田市東内 2564‐1 0268-42-2158 

絹糸紡績資料館 386-0498 長野県上田市上丸子 1078 シナノケンシ（株）内 0268-41-1800 

長野県立歴史館 387-0007 長野県千曲市大字屋代字清水、科野の里歴史公園内 026-274-2000 

海野宿歴史民俗資料館 389-0518 長野県東御市本海野 1098 0268-64-1000 

日本司法博物館（松本歴史の里） 390-0852 長野県松本市島立小柴 2196‐1 0263-47-4515 

岡谷蚕糸博物館（シルクファクトおかや） 394-0021 長野県岡谷市郷田 1 丁目 4 番 8 号 0266-23-3489 

駒ヶ根シルクミュージアム 399-4321 長野県駒ヶ根市東伊那 482 番地 0265-82-8381 

安曇野市天蚕センター 399-8301 長野県安曇野市穂高有明 3618‐4 0263-83-3835 

美濃加茂市民ミュージアム 505-0004 岐阜県美濃加茂市蜂屋町上蜂屋 3299‐1 0574-28-1110 

石川繊維資料館 400-0886 愛知県豊橋市東小田原町 109‐1 0532-52-5265 

豊田市稲武郷土資料館ちゅーま 441-2524 愛知県豊田市黒田町南水別 713 0565-82-3439 

豊橋市民俗資料収蔵室 440-0021 愛知県豊橋市多米町滝の谷 34-1-1 0532-63-2026

三重中央農協郷土資料館 515-2504 三重県津市一志町高野 1204‐1 059-293-0010 

手おりの里・金剛苑 529-1204 滋賀県愛知郡愛荘町蚊野外 514 0749-37-4131 

織物文化館 601-1123 京都市左京区静市市原町 265 川島織物セルコン内 075-741-4120 

西陣織会館 602-8216 京都市上京区堀川通り今出川南入 075-451-9231 

織成館 602-8482 京都市上京区浄福寺通上立売上る大黒町 693 番地 075-431-0020 

千總ギャラリー 604-8166 京都市中京区御倉町 80 番地千總本社ビル 2 階 075-211-2531

絹の白生地資料館 604-8176 京都市中京区龍池町 448‐2 伊と幸ビル 075-254-5884 

まゆ村 616-8384 京都市右京区嵯峨天龍寺造路町 075-882-0564

グンゼ博物苑 623-0011 京都府綾部市青野町　グンゼ（株）周辺敷地内 0773-43-1050 

織元田勇 629-3104 京都府京丹後市網野町浅茂川 112 田勇機業（株）内 0772-72-0307 

上垣守国（うえがきもりくに）養蚕記念館 667-0321 兵庫県養父市大屋町蔵垣 246‐2 079-669-1580 

デザイン・クリエイティブセンター神戸（KIITO） 651-0082 神戸市中央区小野浜町 1-4 078-325-2201

西予市野村シルク博物館 797-1212 愛媛県西予市野村町野村 8 号 177 番地１ 0894-72-3710 

蚕糸資料館 781-1301 高知県高岡郡越知町越知甲 1577 番地 0889-26-1002 

藤村製糸記念館 781-6402 高知県安芸郡奈半利町乙 2630 0887-38-4711
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蚕糸絹関係機関ホームページ一覧
【行　政】

農林水産省 http://www.maff.go.jp
経済産業省 http://www.meti.go.jp

【蚕糸絹業関係団体】
（一財）大日本蚕糸会 http://www.silk.or.jp
（一財）大日本蚕糸会 ジャパンシルクセンター http://www.silk-center.or.jp
（一社）日本絹人繊織物工業会 http://www.kinujinsen.com
（一財）日本真綿協会 http://www.mawata.or.jp
丹後織物工業組合 http://www.tanko.or.jp
西陣織工業組合 http://www.nishijin.or.jp
ＴＡＦＳ（東京織物卸商業組合） http://www.tafs.or.jp
ＫＯＭＳ（京都織物卸商業組合） http://www.fashion-kyoto.or.jp
（公財）京都和装産業振興財団 http://www.wasou.or.jp/wasou/index.html
（一財）伝統的工芸品産業振興協会 http://www5.somard.co.jp
蚕糸・絹業提携グループ全国連絡協議会 http://takaraginu.com

【大学・試験研究機関】
（国研）農業生物資源研究所 http://www.nias.affrc.go.jp
（国）北海道大学応用分子生物学分野応用分子昆虫学研究室 http://www.agr.hokudai.ac.jp/rfoa/abs/abs2-1.html
（国）岩手大学農学部生命資源科学コース応用昆虫研究室 http://news7a1.atm.iwate-u.ac.jp/department2/agri/life.html
（国）宇都宮大学農学部昆虫機能利用学研究室

http://shigen.mine.utsunomiya-u.ac.jp/insectbiotechnology/insect_physiology/seiri-research/
（国）東京大学大学院農学生命科学研究科生産・環境生物学専攻昆虫遺伝研究室

http://papilio.ab.a.u-tokyo.ac.jp/igb/index-J.html
（国）東京農工大学農学部生物生産学科 http://www.tuat.ac.jp/~aaseisan
（国）東京農工大学工学部生命工学科 http://www.tuat.ac.jp/~seimei
（国）名古屋大学農学部 http://www.agr.nagoya-u.ac.jp
（国）信州大学繊維学部 http://www.tex.shinshu-u.ac.jp
（国）京都工芸繊維大学工芸科学部応用生物学課程 http://www.bio.kit.ac.jp
（国）鳥取大学農学部生物資源環境学科昆虫機能学教育研究分野 http://muses.muses.tottori-u.ac.jp/
（国）山口大学農学部生物資源環境科学科　 http://www.agr.yamaguchi-u.ac.jp/bioenvi/research2.html
（国）九州大学大学院生物資源環境科学府蚕学研究室 http://www.agr.kyushu-u.ac.jp/lab/sangaku
群馬県蚕糸技術センター　　　　　　　　　　　　　http://www.pref.gunma.jp/07/p14710007.html   
群馬県繊維工業試験場　　　　　　　　　　　　　　http://www.pref.gunma.jp/07/p20210013.html　
京都府織物 ・機械金属振興センター http://www.silk.pref.kyoto.jp/index-sub.html
（地独）京都市産業技術研究所 http://www.tc-kyoto.or.jp
（公財）衣笠繊維研究所 http://krf-textile.or.jp
（一財）大日本蚕糸会　蚕糸科学研究所 http://www.silk.or.jp/silk_kagaku/index.html
（一財）大日本蚕糸会　蚕業技術研究所 http://www.silk.or.jp/silk_gijyutu/index.html

【学　会】
日本シルク学会 http://jssst.sakura.ne.jp
（一社）日本蚕糸学会 http://jsss.or.jp
日本野蚕学会 http://jswsmo.appspot.com

【博物館】
（一財）ｼﾙｸｾﾝﾀｰ国際貿易観光会館　ｼﾙｸ博物館 http://www.silkmuseum.or.jp
群馬県立日本絹の里 http://www.nippon-kinunosato.or.jp
愛媛県西予市野村シルク博物館 http://www.city.seiyo.ehime.jp/soshiki/silkmuseum
東京農工大学科学博物館 http://www.tuat.ac.jp/~museum
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【博物館】
駒ヶ根シルクミュージアム http://www.cek.ne.jp/~shiruku
織成館（京都・上京） http://orinasukan.skr.jp
高崎市染料植物園 http://www.city.takasaki.gunma.jp/docs/2014011400979
群馬県立歴史博物館 http://grekisi.pref.gunma.jp
岡谷蚕糸博物館（シルクファクトおかや） http://silkfact.jp
はたや記念館ゆめおーれ勝山 http://www.city.katsuyama.fukui.jp/hataya/

【富岡製糸場と絹産業遺産群】
富岡製糸場 http://www.tomioka-silk.jp/hp/index.html
群馬県 企画部 世界遺産課 http://worldheritage.pref.gunma.jp/ja
ぐんま絹遺産 http://worldheritage.pref.gunma.jp/kinuisan
上毛新聞社関連記事 http://jomo-news.co.jp/ns/series/silk_index.html
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項目 養蚕業 製糸業 絹業

年次（暦年）

養蚕農家
戸数

収繭量
１戸当
収繭量

生糸
生産量

運転
工場数

稼働率
絹人繊織機
設備台数

（保有台数）

絹織物
生産量

（平成）

戸 トン ㎏ 千俵 工場 ％ 千台 千㎡

1997　（ 9）

1998  （10）

1999　（11）

2000　（12）

2001　（13）

2002　（14）

2003　（15）

2004　（16）

2005　（17）

2006　（18）

2007  （19）

2008  （20）

2009  （21）

2010  （22）

2011  （23）

2012  （24）

2013  （25）

前年対比(%)

資料 ・平成20年以前の養蚕業及び製糸業は、農林水産省調査によるものである。

　　 ・平成21年以降の養蚕業は、全国農業協同組合連合会及び(一財)大日本蚕糸会調査である。

     ・平成21年以降の製糸業は、中央蚕糸協会及び(社)日本生糸問屋協会調査である。

　　 ・平成20年以前の絹業は経済産業省調査であり、平成21年以降絹業は(一社)日本絹人繊織物工業会調査である。 

       平成18年以降の絹織物生産量は、絹紡織物を含む。

　 　・平成23年以降の養蚕業は（一財）大日本蚕糸会調査である。

（注）製糸業の運転工場数及び稼働率は器械製糸工場の操業状況であるが、平成14年以降はすべての製糸工場のもの

      である。

・Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries (MAFF)  (Sericultural and Silk-Reeling, before

・National Federation of Agricultural Co-operative Associations and The Dainippon Silk Foundation

・Central Raw Silk Association and Japan Raw Silk Dealer's Association(Silk-Reeling , after 2009)  

・The Ministry of Economy Trade and Industry (Silk Fabric ,before 2008)  

・Japan Silk ＆ Rayon Weaver's Association (Silk Fabric, after 2009)  

(1)蚕糸絹業の概要
　Outline of Sericultural, Silk-Reeling,and Silk Fabric Industry in Japan

－資料 ･国内－
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(2)養蚕農家数の推移

　　Farm households raising silk-worm

項  目 年　間

年 次

資    料：農林水産省統計情報部調査（～2001年）、全国農業協同組合連合会調査（2002年～2004年）、

          農林水産省生産局調査（2005～2008年）、(一財)大日本蚕糸会調査(2009年～)。

Source  ：The Statistics and Information Department,Ministry of Agriculture,Forestry and Fisheries(～2001).

          National Federation of Agricultural Co-operative Associations（2002～2004）.

          The Agricultural Production Bureau,Ministry of Agriculture,Forestry and Fisheries（2005～2008年）.

          The Dainippon Silk Foundation (2009年～)

対前年比

春　蚕

(単位：戸)
(Unit：number)

初秋蚕 晩秋蚕
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(3)繭生産数量の推移
　　Cocoon Production

項  目

年 次

ｔ ｔ ｔ ｔ ㎏ ㎏ ㎏ ㎏

資    料：農林水産省統計情報部調査（～2001年）、全国農業協同組合連合会調査（2002年～2004年)、

          農林水産省生産局調査（2005～2008年）、（一財)大日本蚕糸会調査(2009年～)。

Source  ：The Statistics and Information Department,Ministry of Agriculture,Forestry and Fisheries(～2001).

          National Federation of Agricultural Co-operative Associations（2002～2004）.

          The Agricultural Production Bureau,Ministry of Agriculture,Forestry and Fisheries（2005～2008年）.

          The Dainippon Silk Foundation (2009年～)

2014年
構成比(%)

初秋蚕 晩秋蚕春　蚕年　間

対前年比

1戸当り収繭量

晩秋蚕春　蚕 初秋蚕年　間

年　計
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(4)蚕期別、都府県別養蚕農家戸数

25年 26年 前年対比 25年 26年 前年対比 25年 26年 前年対比 25年 26年 前年対比

青森県

岩手県

宮城県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

新潟県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

愛知県

京都府

兵庫県

愛媛県

高知県

熊本県

宮崎県

鹿児島県

全国計

資料:（一財）大日本蚕糸会調査

　（単位：戸、％）

都府県名
春蚕期 初秋蚕期 晩秋蚕期 年　　間
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(5)蚕期別、都府県別繭生産数量

（単位：kg、％）

青森県

岩手県

宮城県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

山梨県

長野県

新潟県

福井県

岐阜県

愛知県

兵庫県

京都府

愛媛県

高知県

熊本県

宮崎県

鹿児島県

全国計

春　　蚕　　期 初　　秋　　蚕　　期 晩　　秋　　蚕　　期

資料:(一財)大日本蚕糸会調査

25年 前年対比 前年対比25年 26年 26年
都府県等

年間

26年 前年対比 26年25年25年前年対比
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   (6)蚕品種別蚕種製造数量の推移

　　Production by Sort of Silk-Worm Eggs

箱 割合 箱 割合 箱 割合 箱 割合

錦 秋 号 × 鐘 和 号
錦 秋 × 鐘 和
春 嶺 × 鐘 月

春 嶺 号 × 鐘 月 号

かいりょう × あ け ぼ の

朝 日 × 東 海

山 東 ３ 眠 × Ｃ ・

大 寶 × 黄 金
秋 光 × 竜 白

×
太 平 × 長 安

青 熟 × 支 号
支 号 × 四 川 眠

・ ×

支 号 × 青 熟
山 東 ３ 眠 × Ｃ ・
青 熟 × 中 号
又 昔 × 中 号
芙 蓉 × つ く ば ね

朝 日 × つ く ば ね
改 良 × 黄 繭

山 東 ３ 眠 × Ｃ
中 号 × 又 昔
諸 桂 × 紹 興
鬼 縮 × 中 号

鐘 光 × 黄 玉
秋 花 × 銀 嶺

資    料：（一財）大日本蚕糸会調査。

Source  ：The Dainippon Silk Foundation.

い ろ ど り
白 繭 細 号

小 石 丸

世 紀 二 一

プ ラ チ ナ ボ ー イ

(平成24年)

2013年

(平成25年)

ぐ ん ま ２ ０ ０

新 小 石 丸

白 麗

黄 白

緑 繭 号

松 岡 姫

上 州 絹 星

2014年2011年

(平成23年)

ぐ ん ま 細
ぐ ん ま 黄 金

蚕 技 研 号
改 良 小 石 丸

2012年

(平成26年)

緑 繭 号

極 細 号

玉 小 石

鷹 山

は く ぎ ん

琉 球 多 蚕 繭

白 繭 細 号

合      計

奄 美 黄 金
極 細 号
玉 繭 号
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(7)生糸需給及び絹糸・絹織物の輸出入状況
　Raw Silk Supply / Demand Balance and Import/Export of Silk Yarn and Silk Fabric

国内引渡 期末在庫
数    量 数    量 輸入数量 輸出数量 輸入数量 輸出数量

 年  月

暦 　 年 俵 俵 俵 俵 俵 俵 俵
Bales of 60㎏ Bales of 60㎏ Bales of 60㎏ Bales of 60㎏ Bales of 60㎏ Bales of 60㎏ Bales of 60㎏

―

―

－

－

－

資　　料：(A)(C)(D)(E)農林水産省生産局調査（～2010.3）、中央蚕糸協会及び日本生糸問屋協会（2010.4～2012.3）、中央蚕糸

備    考：1.国内引渡数量(D)=｛前月在庫数量+(A)+(B)｝-｛(C)+(E)｝。

          2.kgを60kg俵に換算しているので、各月の計と合計とが一致しない場合がある。

          of the Agriculture & Livestock Industries Ｃorporation since Jan.1996 until Mar.2008,excluding bonded silk.

Remarks ：1.Domestic deliveries(D)={Stock at end of the previous month+(A)+(B)}-{(C)+(E)}.

     　   2.Monthly volume may not add up the total volume due to round off.

          協会（2012.12～）。(B)財務省関税局調査、ただし96年1月から08年3月までの輸入は、農畜産業振興機構調査の実需       

          者輸入分と一般者輸入分を合わせた数値。(F)(G)(H)(I)財務省関税局調査。

Source  ：(A)(C)(D)(E)The Agricultural Production Bureau,Ministry of Agriculture,Forestry and Fisheries（～2010.3）、

          Central Raw Silk Association and Japan Raw Silk Dealer's Association(2010.4～2012.11)、  Central Raw Silk Association 

          (2012.12～).

          3.(D)と(E)は2012年11月までと同年１２月以降調査方法が変更したため連続性はない。

輸入数量 輸出数量
項  目

絹     織    物絹         糸生      糸      Raw Silk

生産数量



シルクレポート  2016.1 79

(8)生糸の繊度別生産数量の推移

　　Raw Silk Production by Sizes

項  目

 年  月 18デニール以下

暦　　年

― 
― 
― 

― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 

資    料：農林水産省生産局調査(～2010.3)。中央蚕糸協会(2010.4～)。

備    考：kgを60kg俵に換算しているので、各月の計と合計とが一致しない場合がある。

Source  ：The Agricultural Production Bureau,Ministry of Agriculture,Forestry and 

          Fisheries(～2010.3). Central Raw Silk Association (2010.4～).

Remarks ：Monthly volume may not add up the total volume due to round off.

　　　(単位：60kg俵)
　　　(Unit：Bales of 60kg)

計 21デニール 27デニール 31デニール その他

生          糸
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(9)絹需給の推移（生糸量換算試算）
　Silk Supply and Demand Balance (Raw Silk Value Estimation)

項目
期末

内　需 在庫

暦年 計
生　糸 絹　糸 織 物 二　次

計 ③
生　糸 絹　糸 織　物 二　次

②-③ ④

― 

― 

― 

対前年比

資    料：蚕糸業需給・価格動向隔月報・繊維統計月報・日本貿易月報

注）2013年から期末在庫を45千俵とする。

Source  ："Silk balance and price situation monthly","Trade Statistics"

期初
在庫

供給計　Supply Total　①

輸 出　Export

需要計　Demand Total　②=①-④

輸　入　Import
生　産

(単位：千俵)
(Unit：1,000Bales of 60kg)

― ― ― 
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(10)品目別・二次製品輸入数量（生糸量換算試算）

        暦年
前年比％ 構成比％

男子用外衣類 

女子用外衣類 

うちブラウス

男子用下着・寝具衣料 
Men's underwear・ bedding cloth

女子用下着・寝具衣料
Women's underwear・ bedding cloth

ハンカチ 

ショール、スカーフ類 

ネクタイ類 

　　メリヤス、クロセス編物 

　　その他の洋装類 

　　洋　装　類　計   

　　和　装　類　計 

資料　：　財務省「日本貿易月報」
注）　：　ラウンドにより合計が一致しないことがある。
Source:The Custums Bureau,Ministry of Finance “Trade Statistics”

（単位：千俵）

項目

布

は

く

製

うち絹製の帯小物等

　　そ　の　他 

合　　　計



シルクレポート  2016.182

(11)製糸工場の原料繭需給

(単位：生繭.ｔ)

(Unit：Ton by fresh weight)

項  目

 年  月

暦　　年

―

―

―

資    料：農林水産省生産局調査(～2010.3)。中央蚕糸協会及び(社)日本生糸問屋協会(2010.4～2012.11)。

          中央蚕糸協会(2012.12～)。

備    考：1.本表は上繭及び玉屑繭の合計である。

          2.受入数量=本月末在庫数量+消費数量-前月末在庫数量。

Source  ：The Agricultural Production Bureau,Ministry of Agriculture,Forestry and Fisheries(～2010.3).

          Central Raw Silk Association and Japan Raw Silk Dealer's Association(2010.4～2012.11).

          Central Raw Silk Association (2012.12～).

Remarks ：1.This table includes reelable,doupion and waste cocoons.

受入数量 消費数量 期末在庫数量

総          計
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(12)製糸工場の操業状況

　　Activities of  Reeling Mills

項  目 運転工場数 運 転 率 操業日数 従業者数
（日） （人）

 年  月

暦　　年

―

中央蚕糸協会及び（一財）大日本蚕糸会(2012.12～)。

備    考：1.設備数中の運転可能及び運転台数は毎月の算術平均である。

          2.運転率は運転可能台数に対する運転台数の比率である。

          3.従業者数は期末現在の在籍従業員数である。

Source  ：The Agricultural Production Bureau,Ministry of Agriculture,Forestry and Fisheries(～2010.3).

          Central Raw Silk Association and Japan Raw Silk Dealer's Association(2010.4～).

Remarks ：1.The number of operable and operating reeling machines is arithmetic means of monthly figures.

          Central Raw Silk Association(2012.12～)

設   備   数(台)

運転可能 運    転

資    料：農林水産省生産局調査(～2010.3)。中央蚕糸協会及び(社)日本生糸問屋協会(2010.4～2012.11)。
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(13)生糸在庫数量の内訳
　　Breakdown of Raw Silk Stocks

項  目
総   計

生糸市場 生糸市場外 生糸輸出 受   入 引   渡
 年  月 売買業者 売買業者 入業者 数   量 数   量

暦　　年

― 

― 
― 
― 

―

―

―

資    料：農林水産省生産局調査(～2010.3)。中央蚕糸協会及び(社)日本生糸問屋協会(2010.4～2012.11)。中央蚕糸協会(2012.12～)

Source  ：The Agricultural Production Bureau,Ministry of Agriculture,Forestry and Fisheries(～2010.3).

          Central Raw Silk Association and Japan Raw Silk Dealer's Association(2010.4～2012.11).

          Central Raw Silk Association (2012.12～).

(単位：60㎏俵)
(Unit：Bales of 60㎏)

一      般     在      庫
農畜産業振興機構

計 製糸工場 在庫数量
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単位 平成26年 平成25年 平成24年 平成23年 平成22年 平成21年 26年/25年

（10月）
（累計）

(％）

生糸・玉糸計
俵

絹糸
俵

野蚕糸
俵

繭
㎏

く ず 繭
㎏

その他の絹
く ず

㎏

絹のくず計
㎏

絹紡糸

㎏

絹紡紬糸

㎏

絹織物
㎡

資料：財務省関税局
備考：絹ノイルと真綿の統計は、平成21年1月より廃止された。

(14)蚕糸関係品目別輸入状況

平成27年(2015)
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（15）生糸の原産国別輸入数量

暦　年

資    料 ：財務省関税局調査

備    考 ：1. kgを60kg俵単位に換算してあるので、国別の計と合計が一致しない場合がある。

           2. （　）書きは、玉糸の輸入数量で内数である。

Source   ： The Customs Bureau,Ministry of Finance. 

Remarks  ：1. Country volume may not add up the total volume due to round off.

計 中国 ブラジル

年　　月

           (単位：60ｋｇ俵）
           (Unit：Bales  of  60kg）

国　　名
タイ その他べトナム
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(16) 絹糸の原産国別輸入数量 
　　Silk Yarn Imports

年月 計 韓　国 中　国 ベトナム イタリア アメリカ ブラジル その他

暦　　年

― 
― ― 
― ― 
― ― 
― ― 
― ― 
― ― 

生糸年度
― ― ― ― 

― ― ― 
― ― ― 
― ― ― ― 
― ― ― 
― ― ― 
― ― ― 
― ― ― ― 
― ― 
― ― ― 
― ― ― 
― ― ― 

― ― ― ― ― 
― ― ― ― 
― ― ― 
― ― ― 
― ― ― 
― ― ― 
― ― ― 
― ― ― 
― ― ― 
― ― ― 
― ― ― 
― ― ― 

― ― ― ― ― 
― ― ― 
― ― ― ― 
― ― ― 
― ― ― ― 
― ― ― 
― ― ― 
― ― ― 
― ― ― 
― ― ― 
― ― ― 
― ― ― 

― ― ― ― ― 
― ― 
― ― ― 
― ― ― 
― ― ― ― 
― ― 
― ― ― ― 

― ― ― 

― ― ― ― 

― ― ― ― 

資    料：財務省関税局調査。

備    考：kgを60kg俵単位に換算してあるので、国別の計と合計が一致しない場合がある。

Source  ：The Customs Bureau,Ministry of Finance.

Remarks ：Country volume may not add up the total volume due to round off.

　　(単位：60kg俵)
　(Unit：Bales of 60kg)

国名

Year＆Month
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(17)生糸・絹糸の主要輸入国からの輸入数量と単価

単位：俵,円/Ｋｇ

項  目

年　月
俵 単価 俵 単価 俵 単価 俵 単価 俵 単価

暦　　年

資　料 ：財務省調査。通関統計による、単価はＣＩＦ価格である。

中国 ブラジル 中国 ブラジル ベトナム

輸入生糸（通関ベース） 輸入絹糸（通関ベース）
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(18)絹織物生産数量

総   数 その他の

先　練 先　練 後練(後染)

年 月 計 羽二重類 クレープ類 (先染) 計 ちりめん類 (先染)

暦　　年

―

―

―

資    料：（一社）日本絹人繊織物工業会。

備    考：絹紡と交織を含む。単位以下四捨五入。

Source  ：Japan Silk ＆ Rayon Weaver’s Association.

Remarks ：Spun and mixed fabrics included .

(単位：1,000㎡)
(Unit：1,000sq.meters)

品   種 絹・絹紡織物  Silk and Spun Silk Fabrics 

広 巾 織 物  Double Width 小 巾 織 物  Single Width
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(19)丹後・長浜・西陣の絹織物生産数量

　　Production of Silk Fabrics in Tango ，Nagahama and Nishijin

項  目

数　量 前年(月)比 生産数量 前年(月)比 生産数量 前年(月)比 推定出荷数量 前年(月)比

年　月

（千㎡） （反） （反）

（1,000㎡） （Roll） （Roll） (本)

暦　　年

―
―

資    料：絹織物生産数量は(一社)日本絹人繊織物工業会調査。主要3産地の生産量、出荷数量は各産地組合の発表による。

備    考：2006年1月以降の西陣の帯生産数量には、帯裏地等を含む。

Source  ：Japan Silk ＆Rayon Weaver’s Association and Japan Raw Silk Dealer's Association.

Remarks ：Since Jan.2006, sash livings are included in sash production.

（White Fabrics） （White Fabrics） （Sash）

絹織物生産数量 丹　後　Tango 長　浜　Nagahama 西　陣　Nishijin

（白生地） （白生地） （帯）
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(20)全国全世帯被服類品目別消費支出状況

項目

年月

▲ 2.0 ▲ 1.0 ▲ 7.8 ▲ 2.6 ▲ 0.9

▲ 1.7

▲ 0.3 ▲ 3.2 ▲ 13.3 ▲ 3.5 ▲ 4.7 ▲ 2.7

▲ 1.7 ▲ 4.2 ▲ 12.7 ▲ 5.5 ▲ 5.0 ▲ 3.1

▲ 0.5 ▲ 4.1 ▲ 6.1 ▲ 3.5 ▲ 4.7 ▲ 2.6

▲ 2.5 ▲ 1.0 ▲ 4.2

▲ 8.9 ▲ 1.2

▲ 28.3 ▲ 2.0

▲ 6.4 ▲ 89.8 ▲ 6.0 ▲ 3.3 ▲ 1.4

▲ 49.2

▲ 7.3 ▲ 3.2

▲ 7.1

▲ 1.9

▲ 0.1 ▲ 3.3

▲ 0.4 ▲ 18.8 ▲ 4.8

▲ 0.5 ▲ 81.4

▲ 3.2 ▲ 3.6

▲ 7.6

▲ 0.5 ▲ 82.8

▲ 2.4

▲ 0.9

▲ 0.6 ▲ 8.0 ▲ 43.3 ▲ 11.8 ▲ 9.9 ▲ 9.9

▲ 0.7 ▲ 3.9 ▲ 41.0 ▲ 5.0 ▲ 1.5 ▲ 0.2

▲ 3.9 ▲ 2.1 ▲ 3.8 ▲ 1.5 ▲ 0.8

▲ 23.2 ▲ 5.0

▲ 2.0 ▲ 5.2 ▲ 10.6 ▲ 6.5 ▲ 3.1

▲ 0.9 ▲ 2.1 ▲ 0.3

▲ 1.9 ▲ 0.0 ▲ 7.1 ▲ 7.5

▲ 0.7 ▲ 4.0 ▲ 10.2 ▲ 9.3 ▲ 1.0

▲ 5.7

▲ 0.6 ▲ 56.1

▲ 2.4 ▲ 12.6 ▲ 70.3 ▲ 7.8 ▲ 18.7

▲ 0.4 ▲ 8.3

▲ 8.1 ▲ 11.8 ▲ 38.1 ▲ 8.0 ▲ 7.6 ▲ 30.5

▲ 0.5

▲ 57.6 ▲ 0.5

▲ 1.5 ▲ 11.6 ▲ 51.9 ▲ 12.8 ▲ 1.3 ▲ 16.6

▲ 59.1 ▲ 1.5 ▲ 7.0

▲ 3.3 ▲ 20.8 ▲ 6.9 ▲ 4.1 ▲ 0.4

▲ 0.3 ▲ 3.3 ▲ 0.5

▲ 2.1 ▲ 4.3 ▲ 19.0 ▲ 3.6 ▲ 4.3 ▲ 4.3

Remarks:Clothing＆footwear includes japanese clothing ,clothing ,shirts＆sweaters and other items.

消費支出総額 被服及び履物
Clothing＆footwear

和服　Japanese
洋服　Clothing

シャツ・セーター
Shirts ＆sweaters

下着類　Underwear

(円)前年比(円)

Year＆

暦年Calendar

前年比 前年比(円) 前年比 (円) 前年比 (円) (円)前年比

資料:総務省統計局「家計調査報告」。２人以上で構成される8,000世帯を集計。

備考：「被服及び履物」は右に並ぶ内訳４項目以外の費目も含む。年数値は月平均。
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2005年 2006年 2007年

トン トン トン
日本

中国

インド

ベトナム

ブラジル

タイ

ウズベキスタン

イラン

トルコ

インドネシア

ブルガリア

ギリシャ

フィリピン

シリア

主要国の計

2008年 2009年 2010年

トン トン トン

日本

中国

インド

ベトナム

ブラジル

タイ

ウズベキスタン

イラン

トルコ

インドネシア

ブルガリア

ギリシャ

フィリピン

シリア

主要国の計

注1  日本は農林水産省生産局、中国は中国絲綢(シルク)協会、インドはインド繊維省中央蚕糸局(CSB)

     、ブラジルはブラジル製糸協会 (ABRASSEDA)の統計値をそれぞれ使用、それ以外の国は国際養蚕

     委員会 (ISC)の統計値を使用した。

注2   シェアの大きいベトナムは、2005年以降を不明年の前年と同数量の数値とした。

(1)世界主要国の家蚕繭生産数量

区    分

区   分

－資料 ･海外－
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トン 俵 トン 俵 トン 俵

日本

中国

インド

ベトナム

ブラジル

タイ

ウズベキスタン

イラン

トルコ

インドネシア

ブルガリア

ギリシャ

フィリピン

シリア

主要国の計

トン 俵 トン 俵 トン 俵

日本

中国

インド

ベトナム

ブラジル

タイ

ウズベキスタン

イラン

トルコ

インドネシア

ブルガリア

ギリシャ

フィリピン

シリア

主要国の計

注1  日本は農林水産省生産局、中国は中国絲綢(シルク)協会、インドはインド繊維省中央蚕糸局(CSB)
      、ブラジルはブラジル製糸協会 (ABRASSEDA)の統計値をそれぞれ使用、それ以外の国は国際養蚕
      委員会(ISC)の統計値を使用した。
注2  シェアの大きいベトナムは、2005年以降を不明年の前年と同数量の数値とした。

区   分 2009年 2010年

(2)世界主要国の家蚕生糸生産数量

区   分 2005年 2006年 2007年

2008年
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区分 商品名称 規格

乾繭(dried cocoon) ～ ～

玉繭(double cocoon) ～ ～

キビソ(frison) (自動機)automatic reel ～ ～

ビス(bisu) ～ ～

生糸(raw silk) 21d、工場検査 ～ ～

生糸(raw silk) 21d、検験局検査 ～ ～

生糸(raw silk) 42d、工場検査 ～ ～

玉糸（doupion silk) ～ ～

土糸(native silk) ～ ～

区分 商品名称 規格

羽二重(habutae) 45吋(inch)10匁(mom) ～ ～

羽二重(habutae) 45吋(inch)8匁(mom) ～ ～

シャンタン(shantung) 45吋(inch)16匁(mom) ～ ～

サテン(satin) 45吋(inch)16匁(mom) ～ ～

クレープデシン(crepe de chine) 45吋(inch)13.5匁(mom) ～ ～

クレープデシン(crepe de chine) 45吋(inch)12匁(mom) ～ ～

注:１元=19円

区分 商品名称 規格

乾繭(dried cocoon) ～ ～

玉繭(double cocoon) ～ ～

キビソ(frison) (自動機)automatic reel ～ ～

ビス(bisu) ～ ～

生糸(raw silk) 21d、工場検査 ～ ～

生糸(raw silk) 21d、検験局検査 ～ ～

生糸(raw silk) 42d、工場検査 ～ ～

玉糸（doupion silk) ～ ～

土糸(native silk) ～ ～

区分 商品名称 規格

羽二重(habutae) 45吋(inch)10匁(mom) ～ ～

羽二重(habutae) 45吋(inch)8匁(mom) ～ ～

シャンタン(shantung) 45吋(inch)16匁(mom) ～ ～

サテン(satin) 45吋(inch)16匁(mom) ～ ～

クレープデシン(crepe de chine) 45吋(inch)13.5匁(mom) ～ ～

クレープデシン(crepe de chine) 45吋(inch)12匁(mom) ～ ～

注:１元=19円
資料:中国繭絲綢交易市場(浙江省、嘉興)発表

（3）中国繭絲綢交易市場における各種シルク現物価格

2015年10月　平均 (month average)
価格幅(元/ｋｇ) 価格幅(円/ｋｇ)

価格幅(元/メートル) 価格幅(円/メートル)

2015年11月　平均 (month average)

価格幅(元/ｋｇ) 価格幅(円/ｋｇ)

価格幅(元/メートル) 価格幅(円/メートル)
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(4)ブラジルの繭・生糸生産数量の推移

シルク年度

（9～8月）

繭生産量

（トン）(Ton)

暦年
生糸生産量

（㎏）

生糸生産量

（俵換算）

資料：ブラタク製糸株式会社　　　　

　 注：（）内は対前年比

〔 〕内の見込みは2015年4月現在
Source: Fiação de Seda Brtac S.A

〔見込み〕
〔Estimate〕

〔見込み〕
〔Estimate〕
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